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本年表の利用について

1 構成と内容 本年表は、「千葉大学前史年表Jと「千葉大学三十年史年表Jの2部

に分け、さらに前者を「教育学部」、「医学部」、「工学部」、「園芸学部」、「高等教育」

「社会一般」の 6欄に、また後者を「本学一般J、「人事」、 「規程」、「高等教育・社会

一般Jの4欄に分けて作成した。

1) 1"千葉大学前史年表Jの各欄、すなわち

(1) 1"教育学部」欄には、その前身校である千葉師範学校および千葉青年師範学校

(2) 1"医学部」欄には、その前身校である千葉医科大学

(3) 1"工学部」欄には、その前身校である東京工業専門学校(東京高等工芸学校〉

(4) 1"閤芸学部」欄には、その前身校である千葉農業専門学校く千葉高等園芸学校〉

の、それぞれ、その草創期から本学に包括されるまで、の主な事項を載せた。また

(5) 1"高等教育」欄では、高等教育関係の法規、制度および文部省を主とした高等

教育施策等を中心に、その主要な事項

(6) 1"社会一般」欄では、主要な政治・経済・社会事項と高等教育に関連した事項

を、明治元年から昭和24年3月にわたって取り上げた。

2) 1"手葉大学三十年史年表」では、本学が新制大学として発足した昭和24年の 4月

から30周年を迎えた昭和54年の 3月にいたる期間を取り扱っている。そして

(1) 1"本学一般」欄には、本学の管理運営・組織・施設設備、本学における出来事

などについての主な事項

(2) 1"人事」欄には、学長をはじめ本学にとって重要な役職者の人事の変遷

(3) 1"規程」欄には、全学および部局における主要な規程の制定および改廃

(4) 1"高等教育・社会一般」欄には、学術・高等教育とそれに関係する主な事項お

よび社会一般における重要な事がらなどを採録した。

2 年代・月日の記載 本年表では、年代に関しては、昭和24年(1949)のように年号

による呼称を先にし、西暦は( )内に収めた。また明治5年までの月日の表記は

太陽暦を先にし、太陰暦による月日を[ J内に付記した。なお月日の不詳の場合

はー・ー〔ー・ー〕の形式で、日付の不詳の場合は 1・ーのような記載形式をとっ

た。
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1 千葉大学前史年表

教育学部 医

1414 

λ心ら

づ一
iill与
寸 部



年表

国 3ー+2+ミー・ A寸与ーら 部 高 等 教 育 社 ~ 高史

慶応4年=明治元年(1868) 慶応4年=明治元年(1868)

3.15 [2.22J 新政府、学校 1. 3[慶応3.12.9J 王政復古

掛を置く の大令発布

一.ー [4.一〕 福沢諭吉、塾 4. 6[ 3.14J 五か条の「御

を芝に移し「慶応義塾Jと名 誓文」を発布

づける(4.4.一[4.3.ー〕三 4.20[ 3.28J 新政府、神仏

回に移転〉 分離の令を発布

8.14 [6.26J 医学所(校〉を 6.18[間 4.28J 出版物の無

設置(旧幕府の医学所を復 許可発行を禁止

興〉 9. 3[ 7.17J 江戸を東京と

8.17 [6.29J 昌平学校を設 改称

置(旧幕府の昌平農を復興〉 10.23[ 9. 8J 明治と改元、

10.27 [9.12J 開成所(旧幕 一世一元の制を定める

府設置〉を復興

明治2年(1869) 明治2年(1869)

7.23 [6.15J 昌平学校を大 3. 2[ 1. 20J 諸道の関門・

学校とし、開成、医学両校 関所を廃止

を大学校分局とする 3.17[ 2. 5J 「府県施政順

8.15 [7. 8J 大学校の官制 序」を頒布

を定める(大学校は政府の 3.20[ 2. 8J 新聞紙の刊行

教育行政官庁となり、府県 を許可

の学校をも統轄〉 7.25[ 6.17J 版籍奉還、藩

10.26 [9.22J 大阪に洋学校 主を知藩事に任命

を設置(この日開校〉 8.15[ 7. 8J 官制を改革、

一.一[11.ー〕 医学校規則を 大政官、神祇官、 6省、集

定める。大阪医学校設立 議院、大学校、宣教使、開

拓使等を設置

明治3年(1870) 明治3年(1870)

1. 18[明治2.12.17J 大学校 1. 26[明治2.12. 25J 東京、

を大学、開成学校を大学南 横浜聞に電信開通 (9.15大

校、医学校を大学東校と改 阪、神戸間に開通〉

称 5.24[ 4.24J 種痘を全国に

3.ー[2.一〕 大学東校のた 施行

めドイツから医学教師2人 10.13[ 9.19J 平民に姓(苗

を招く交渉をする(この時 字〉の呼称を許可

からドイツ医学によること 10.26[10. 2J兵制統一布告、

となる。来着は明治4年〉 海軍はイギリス式、陸軍は

8. 8 [7.12J 大学本校閉鎖 フラ γス式を採用

(大学南校・東校は存続〉 12.12[閏10.20J 工部省を設
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前史年表

教育学部 医 学 部 工 A主今
一子一 部

明治5年(1872)

10，25 [9.23J 印旗県下総国

葛飾郡流山村の常与寺を校

舎にあて、印施官員共立学

舎を開設。後に同村光明寺

に移り、鴻台小学校と改称

12.3[11.3J 第1回伝習員入

学(3か月間教授法を伝習〉

12. 15[11. 15J 印路県、小学

規則を出す
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園芸学部

年表

高等教育 社会 般

8.23[ 7.27J 大学南校に外| 置

国人教師を麗い、諸藩より

貢進生を出させる

9.22[ 8.27J 大学南校、英

学・仏学上等生徒数人を選

抜し、米・仏国に留学させ

る

一.一[10.ー〕 大学東校から

ドイツ留学生9人を派遣

明治4年(1871)

3.22[ 2. 2J 外務省に外国

語学所(明治6.5.5文部省に

移管〉を設置

9. 2[ 7.18J 大学を廃し、

文部省を設置。江藤新平、

文部大輔となる

9. 5[ 7.21J 大学南校及び

大学東校は、文部省の直結

となり、単に南校、東校と

改称

9.12[ 7.28J 大木喬任、文

部卿に就任

9.28[ 8.14J 工部省に工学

寮を設置(後の工部大学校〉

n. 7[ 9.25J 南校、東校一
時閉鎖、各藩の貢進生退校

(閉鎖は学制改革のため、貢

進生停止は廃藩置県による

一.一[10.一〕再び開校〉

明治5年(1872)

1. 5[明治4.11. 25J 府県学

校をすべて文部省の管轄と

する

2.28[ 1. 20J 文部省官等改

正(政府官制を改定、官吏

3等以上を勅任、 7等以上

を奏任、 8等以下を判任と

する〉

明治4年(1871)

1. 3[明治3.11.13J 徴兵規

則を発布

1.28[明治3.12. 8J 横浜毎

日新聞創刊(わが国最初の

日刊紙〉

2.13[明治3.12.24J 庶民の

侃万を禁止

3.14[ 1. 24J 郵便規則を制

定

5.22[ 4. 4J 戸籍法を制定

6.27[ 5.10J 新貨条例を制

定(1両を 1円と改称〉

8.29[ 7.14J 廃藩置県

12.10[10.28J 府県官制を制

定(明治5.1.2全国府県の

廃合完了[3府72県J)

明治5年(1872)

1. 7[明治4.11.27J 県治条

例を制定("，-，明治8.11.30) 

2. 4[明治4.12.26J 東京裁

判所設置

4. 5[ 2.28J 陸軍、海軍の

2省を設置(兵部省廃止〉

10.14[ 9.12J 新橋・横浜間

に鉄道開通

3.21[ 2.13J 福岡孝弟、文 I11. 4[10. 4J 官営の富岡製
部大輔に任命される | 糸場開業
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前史年表

教育学部 医 ，さ歩
一才一. 部 エ 品

寸 部

明治6年(1873)

2.15 印鰭県、小学校則を

定める

3.19 印播県、官立学校設

置伺を文部省に提出

3.31 印旗県、官立学校校

則・教則・教員給料等を仮

定する

6.15 木更津・印踏の 2県

を廃し、千葉県を置く(県

令柴原和、県都千葉町〉

7. 1 鴻台小学校を千葉町

正妙寺〈仮校舎〉に移し、千

葉小学校と改称

12. 2 千葉小学校で初めて

修了生を出す

12.- 小学規則・教則を制

定 (7.4.1施行〉。附属小学

校を設置

明治7年(1874) 明治7年(1874)

3.一千葉県史生若林義勝、 I7.20 共立病院を千葉町・

学校長心得(兼任〉に就任 | 寒川村・登戸村有志の醸金
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年 表

国 zヨ士zz- A子u弘・ 部 主I司~ 生守4ゴJ・ 教 =円とて 社 メ，g; 般

4.21[ 3.14J 開拓使仮学校、 12. 9[11. 9J 太陰暦を廃

東京芝に設置 (5.21開校、 し、太陽暦を採用(明治5.

後の札幌農学校〉 12.3をもって明治6.1.1と

7. 4[ 5.29J 東京に師範学 する〉

校を設置 (9月開校)(明

治7年7月東京師範学校と

改称〉

一.一[7.一〕 司法省に法学

校正則科設置(明治17年文

部省移管〉

9. 5[ 8. 3J ，学制Jを頒布
9. 5[ 8. 3J 東校を第一大

学区医学校、南校を第一大

学区第一番中学などと改称

明治 6年(1873) 明治 6年(1873)

4. 10 第一大学区第一番中 1. 10 徴兵令発布

学を専門学校とし「開成学 2.24 キリスト教解禁(全

校」と改称(10.9開校〉。専 国キリスト教禁制の高札を

門学科の教授用語を英語と 撤廃〉

定める 5. 1 ウィーン万国博覧会

7. 3 各大学区合併督学局 開催、日本初参加

を文部省中におく 6. 9 歳計予算制度確立

8.12 教員等表を改定、大 8.一 明六社創立〈明治7.

学教員は「教授」、中学教員 3.一「明六雑誌」創刊〉

は「教諭J、小学教員は「司I[ 11.10 内務省設置
導Jとする
8.- 開成学校に外国語学

校を開設 (11月分離独立し

て、「東京外国語学校」とな

る〉

9.10 開成学校、学年・休

日等を定め、学年は9月に

始まり、 2学期制とする

(この後長く例となる〉

12.25 海外留学生全員(373

人〉に一旦帰国を命ずる

(，学制」によって、新たに

実施するため〉

明治7年(1874) 明治7年(1874)

1. 25 木戸孝允、文部卿を 1.12 板垣退助、副島種巨

兼任 ("""5.13) ら愛国党を結成(1.17民撰
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前史年表

部教育学部

5.15 千葉小学校を千葉師

範学校と改称(創立起源〉

6.一 千葉県権大属木間瀬

柔三、学校長(兼任〉に就

任(初代学校長〉

10.ー 附属小学校(仮設〉、

池田小学校と合併L道場に

移転、道場小学校と称す

明治8年(1875)

1. 23 r千葉師範学校教則」
を制定(修業期限「凡そ10

か月J)

9.一 山田行元、学校長に

就任

12.25 r千葉師範学校附属小
学校授業法伝習人規則」制

定

1420 

医
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により、千葉町本町1丁目

(現千葉神社前〉に設立、共

立病院規則公示

8. 1 共立病院開院、二階

堂謙、院長に就任(兼任〉

工 手ι
j-



年 表

園 せコ士ミ ρ寸とtら 部 TI司圭r 等 教 育 社 4ミ、、. 般

3.13 東京に女子師範学校 議院設立を建白〉

を設置〈翌年11.29開校〉 4. 1 台湾征討開始

5. 7 第一大学区間成学校 6.23 北海道屯田兵制度を

を「東京開成学校」、第一 設ける

大学区医学校を「東京医学 10.13 大蔵省、会計年度(従

校Jと改称 前は 1 月 ~12月〉を 7 月~

5.13 木戸孝允、文部県1Iを辞 翌年6月に改定(明治8.7

任。田中不二麿省務を摂行 から施行〉

(9.27文部大輔となる〉 12. 8 I凶救規則(救貧法〉を

8.18 文部省、「医制」を制 定める

定し、医学教育等について

定める

8.29 学校の名称を統一し、

官立、公立、私立の別を明

らかにする

12.27 東京外国語学校の英

語科を分離し、「東京英語

学校」を設置。愛知、大

阪、広島、長崎、新潟、宮

城の各外国語学校を各英語

学校と改称

明治8年(1875) 明治8年(1875)

1. 4 r文部省第一年報J(明 2.22 自由民権派「愛国社J
治6年分〉成る(以後逐年 を結成

刊行〉 6.28 議訪律、新聞紙条令

7.18 伊沢修二、高嶺秀夫、 を公布(反政府運動取締り

神津専三郎ら師範教育研究 のため〉

のため米国に留学(東京開 11. 5 徴兵令改正〈国民皆

成学校第1回海外留学生も 兵主義を採用〉

同船〉 この年官雇外国人527人

7.- 開拓使仮学校を「札

幌学校」と改称 (8月札幌

に移転〉

8.13 東京師範学校に中学

師範科を設置(明治9.4閲

業〉

8.一 森有礼、商法講習所

を設立(米人教師ホイット

ニーを招へい、後の東京高

等商業学校〉

11. 29 新島裏、同志社英学

校を創立
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前史年表

教育学部

明治9年(1876)

5. 1 r千葉師範学校定制」
を制定(修業年限4級64週

間、入学年齢18.-.，，35歳〉

6.19 r千葉師範学校定制J
を改定(修業年限4級 2

年〉

7.15 師範学校校舎、寄宿

舎、附属小学校校舎を千葉

町西谷(現教育会館周辺〉に

新築落成

9. 7 師範学校、浴室より

出火、附属小学校校舎を残

して全焼

明治10年(1877)

3.ー 藤田九寓、学校長に

就任

3.- 師範学校校舎再築成

る (9年11月初旬着工〉

4.19 附属小学校、道場小

学校より分離し、本校内に

移転

4.29 師範学校開校式挙行

8.16 千葉師範学校の敷地

内に千葉女子師範学校を設

置 (8.11設立伺を文部省に

提出入藤田九高、女子師

範学校総理を兼務

8.22 r千葉師範学校附属小
学仮規則」を定める

9.25 r千葉師範学校巡回教
師心得」を達する

10. 2 r千葉女子師範学校定
告Uを制定(修業年限6級
3年、入学年齢14.-.，，20歳〉

10.一 木間瀬柔三、学校長
に就任、女子師範学校総理

兼務

12. 8 師範学校・女子師範

学校に「教師長」職を新設

し、那珂通世が就任
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明治9年(1876)

部

10.30 公立(県立〉千葉病院

と改称し、千葉町吾妻町3

町目1139番地(現千葉地方

裁判所敷地〉に移転。医学

教場(修業年限 3か年〉を

附設、県費生17名、私費生

40名、浅川岩瀬、教頭に就

任

11.15 公立千葉病院開院

明治10年(1877)

1.ー 県管内15か所に千葉

病院所属の医学講習所(毎

月3回で6日間、 3か年で

修了〉を設置

2.ー 3か所(銚子、船橋、

松戸〉に分院設置

工 ~与
寸 a 部



園芸学部 高等教育

明治9年(1876)

1.12 医術開業試験法を制

定(内務省達〉

6. 7 ドイツの医学者ベル

ツ来日

7.31 クラーク、札幌学校

(9.18札幌農学校と改称〉に

着任

11. 6 工部省工学寮附属の

工部美術学校設立

11. 27 東京医学校、本郷前

田邸跡へ新築移転

明治10年(1877)

1. 10 文部大輔田中不二麿

目、省務を管理

1.12 督学局を廃止

2.19 府県公立師範学校に

補助金配布し、今後地方公

立師範学校の隆昌を望む旨

を布達

4.12 東京開成学校・東京

医学校を合併し「東京大学J
を創設〈理・法・文・医4

学部〉

4.12 東京英語学校を東京

大学予備門と改称、東京大

学に附属させる(法・理・

文 3学部の予科、また医学

部に予科を設置〉

年表

社会 般

明治9年(1876)

2.26 朝鮮との修好条規に

調印

4. 1 満20歳を丁年(成年〉

と定める

7. 5 国安妨害の新聞・雑

誌等の発行禁止・停止を布
正ヒ
q 

9. 6 元老院に国憲起草を

命じる

この年、地租改正反対等の

ため各地に農民暴動起こる

明治10年(1877)

1. 4 地租軽減

2.15 西南の役起こる (9.

24終わる〉

6. 1 万国連合郵便条約加

入調印

10.ー コレラ全国に流行

1423 



前史年表

教育学部 工医 学 部

明治11年(1878) 明治11年(1878)

2.15 女子師範学校授業開 110.- 浅川岩瀬、院長兼医

始 | 学教頭に就任
3.25 r千葉師範学校定制JI 
改正 1 

3.30 r千葉女子師範学校定 l
制」改正(修業年限3年 6

級課程、入学年齢14'"'-'20

歳〉

7.一 女子師範学校寄宿舎

その他の工事を竣工

7.13 女子師範学校開校式

挙行

8. 5 師範学校校舎の 1部

を分割し、千葉中学校を設

立-開校

11.一 那珂通世、校長に就

任、女子師範学校総理兼務

12. 3 県、「小学規程」を制

定

明治12年(1879)

1. 15 r千葉師範学校規則」
を制定(修業年限2年、入

学年齢16'"'"'30歳〉

8. 12 千一葉教育会創立・発

会式開催

9.11 r千葉師範学校規則」
改正(修業年限2年半)

11. 26 r千葉女子師範学校規
則」を制定(修業年限4年、

入学年齢満12歳以上〉

11.一 小杉恒太郎、校長に

就任、女子師範学校長兼任

この年、自由民権運動の影

響で校内に一種の政談演説

会「土曜会Jが結成される

1424 
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園 世
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年 表

学 寄
付 般部 高 等 主主

明治11年(1878)

1. 8 長崎医学場 (9年設

立〉を長崎医学校と改称

5.24 参議西郷従道、文部

卿を兼任

8.10 フェノロサ来日(東

京大学で政治学、理財学、

哲学、論理学を講義〉

10.24 体操伝習所を開設〈わ

が国の学校体操の創始者、

米人リーランドを教師とす

る〉

12.19 学位授与の権を東京

大学に与える

12.24 文部大輔田中不二麿

呂、省務を管理

明治12年(1879)

1. 15 東京学士会院創設〈日

本学士院の源〉

2.24 医師試験規則を制定

(官立大学・欧米大学の医

学部卒業者は試験によらず

医師開業を認める〉

6.30 学位授与の規則を制

定 (7.10東京大学、初めて

学位〈学士号〉授与式を挙

行〉

9.10 参議寺島宗則、文部

g~1lを兼任

9.29 r教育令」を公布(r学
制」を廃止〉

11.19 工部大学校、第1回

卒業生中11名を選び英国に

留学させる(教師を日本人

に替えるため〉

社 会

明治11年(1878)

4.ー 板垣退助ら、愛国社

を再建 (9.11再建大会を大

阪で開催〉

5. 1 パリ万国博覧会に参

加

5.14 大久保利通、暗殺さ

れる

7.22 三新法(郡区町村編

成法、府県会規則、地方税

規則〉を制定

明治12年(1879)

3.20 東京府会開会〈府県

会の初め〉

4. 4 琉球藩を廃し、沖縄

県を置く

5. 9 官吏、直結学校教員

等の政談演説を禁止

10.27 徴兵令改正(兵役年

限を延長、免役条件を縮

小〉

1425 



前史年表

教育学部

明治13年(1880)

4.23 女子師範学校新築落

成 (5.2開校式挙行〉

9.21 公立小学校教員学力

試験法を定める

医 ，>u，. 
寸三a

明治13年(1880)

剖1

6.ー 3分院を廃止し、新

たに銚子、木更津、北条に

分院を設置

6.一 長尾精一、院長兼医

学教頭に就任

6.ー 医学生18名、初めて

卒業証書を授与される

12.一 医学教場規則改正、

修業年限4か年(8か期制〉

となる

明治14年(1881) 明治14年(1881)

7.20 太政官の公達により、 I8.一 石川公一、院長心得
職員名称準官等月俸額を定| に就任

める

9. 5 文部省達により小学

校教員免許授与規則を定め

る

10. 2 r小学校教則綱領」に
より、県、「小学校教則」

制定

明治15年(1882)

10.13 千葉師範学校並びに

女子師範学校規則改正(修

業年限3年〔中学師範学科

2年、高等師範学科3年〕、

入学年齢16""""30歳〉

11.14 県、教員の政談演説

について告諭を発し、厳重

に取締る

1426 

明治15年(1882)

7. 1 公立千葉病院を改組

し、県立千葉医学校及び県

立附属病院を設置 (3分院

廃止〉

10.1 甲種医学校として開

校

明治16年(1883)

5.一 公立千葉病院、附属

工 A主4

'T" 部
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明治13年(1880)

2.28 河野敏鎌、文部卿に

就任 (3.13田中不二麿目、

司法卿に転任〉

7.一 専修学校創立(専修

大学の前身〉

8. 7 東京大学の法理文3

学部に学士研究科(大学院

の前身〉を設置

12.28 教育令を改正(改正

教育令〉

明治14年(1881)

4. 7 福岡孝弟、文部卿に

就任

5.26 東京職工学校(東京

工業大学の前身〉を設置

(明治15.11.1授業開始〉

8.19 I師範学校教則大綱」
を制定

8.20 東京大学に「諮詞会」

を設置(大学の評議会・学

部教授会の前身〉

8.31 穂積陳重、東京大学

法学部最初の日本人講師と

して就任

明治15年(1882)

5.27 I医学校通則」を制定
6.15 東京大学医学部予科

を予備門に合併(東京大学

の統合進む〉

7.15 医学校設置認可の手

続を定める

7.18 I薬学校通則」を制定
10.21 大隈重信ら、東京専

門学校を創立(早稲田大学

の前身〉

明治16年(1883)

明治13年(1880)

3. 5 会計検査院設置(大

蔵省検査局を廃止〉

3.17 愛国社、「国会期成同

盟jと改弥

4. 5 集会条例公布

7.17 刑法・治罪法を公布

10.25 宮内省式部寮雅楽課、

「君が代」を作曲、海軍省

雇教師エッケルトが編曲

(11. 3天長節にはじめて御

前演奏)

明治14年(1881)

4. 7 農商務省を設置

10.12 明治14年の政変(参

議大隈重信罷免、翌日矢野

文雄・犬養毅・尾崎行雄ら

辞任〉

10.12 国会開設の期を明治

23年とする旨の詔勅発布

10.29 自由党結成(総理板

垣退助、明治 17.10.29解

散〉

明治15年(1882)

1. 4 軍人勅諭を発布

3.14 伊藤博文、憲法調査

のため渡欧出発(明治 16.

8.3帰国〉

3.16 立憲改進党結成(総

理大隈重信〉

6. 3 集会条例を補正(取

締りを厳しくする〉

8. 5 戒厳令を制定

10.10 日本銀行開業

4.一 東京大学において英 I3.22 国庫出納条規を定め

明治16年(1883)

1427 
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千
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、
式

三
一
院
校

E
一
病
問

明治17年(1884) 明治17年(1884)

4.10 千葉師範学校並びに I12.ー 県立千葉医学校及び

女子師範学校規則改正〈修| 病院の増築落成(9月起工〉

業年限男女とも 3年〉

4.14 県議会、女子師範学校

の17年度経費の全額削除、

師範学校に女学部の設置を

決議

6.19 千葉女子師範学校を

廃止し、千葉師範学校中に

女学部を設置

1428 

明治18年(1885)

1.- 甲種医学校の最初の

卒業生が出る

工 λと今
づこa



年 表

11 ヨ~ 主でI主~ 剖: I可広コ 等 教 育 社 1τ氏2ト 長史

語による教授を廃し、日本 る

語を用いることとする 4.16 新聞紙条例を改正(取

7. 6 「府県立師範学校通 締りを強化〉

則」を制定 11.28 鹿鳴館開館式(仮装

10.23 医術開業試験規則・ 舞踏会盛行〉

医師免許規則を制定

12.12 参議大木喬任、文部

卿を兼任

明治17年(1884) 明治17年(1884)

3.26 商法講習所を農商務 1. 4 官吏恩給令公布

省の所管とし、東京商業学 3.17 制度取調局を宮中に

校と改称 設置(憲法・皇室典範の起

12.12 司法省の法学校を文 草に着手〉

部省に移管、東京法学校と 5.26 党換銀行券条例を制

改称 定(翌年5.9日本銀行初め

て免換銀行券を発行〉

7. 7 華族令を制定〈公・

侯・伯・子・男の 5爵とす

る〉

9.23 加波山事件起こる

(10.31秩父事件起こる〉

この年、松方デフレ政策(紙

幣整理〉により不況はげし

く、会社・銀行など多数倒

産、不況と凶作のため農村

窮乏、翌日年不況さらに深

刻化

明治18年(1885) 明治18年(1885)

8.12 l'教育令」を再び改正 1. 9 朝鮮との講和条約調

8.14 東京大学予備門、東 印

京大学から独立し文部省直 9. 2 法令全書を発行

轄となる 10.20 メートル条約に加入

8.27 東京女子師範学校を 調印

東京師範学校に合併 12.22 太政官制を廃し、内

9.29 東京法学校を東京大 閣制度を創設(内閣総理大

学法学部に合併 臣及び宮内・文部等の11大

11.18 府県立学校の兵式体 臣をおき、宮内以外の諸大

操・軽体操の教員養成を体 臣で内閣を組織〉

操伝習所で行なうことにつ 12.22 第 1次伊藤博文内閣

き通達 成立

12.22 工部大学校を文部省

1429 
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教育学部 部医
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ザー工

明治19年(1886)

4.一 手島春治、学校長心

得に就任

10.一 千葉県尋常師範学校

と改称

10. 9 千葉県尋常師範学校

規則を公布 (10.11施行〉

12.一 女子部教室及び同通

用門を新築落成

12.一 女学部を女子部と改

称

明治20年(1887)

3.一 県、教科書の選択に

ついて達する

5.一平山晋、校長に就任

1430 

明治19年(1886)

11.一 文部省、高等中学校

の設置区域を定める

明治20年(1887)

9.27 県立千葉医学校は第

一高等中学校医学部(修業

年限4か年〉として官立移

管

12.一 長尾精一、第一高等

中学校教諭兼医学部長に就

任



年 表

園 τ~ 会弓主主斗， 部 l可同 等 教 育 社 三ヱ2』Z 般

に移管

12.22 森有礼、初代文部大

臣に就任

明治19年(1886) 明治19年(1886)

3. 2 「帝国大学令」公布 2.26 l'公文式」公布(法令

(大学院及び法・医・工- 形式を定める〉

文・理の 5分科大学を置 2.27 l'各省官制」公布

く〉 3.17 l'高等官官等俸給令」

3. 2 東京大学を帝国大学 公布 (4.30I判任官官等俸
に改め、工部大学校を帝国 給令」公布〉

大学に合併 7.13 東経135度の子午線時

3.23 大学院規程を定め、 を日本標準時と定める

攻究期間を 2年以内とする

4.10 l'師範学校令J.I'小学
校令J. l'中学校令J. l'諸学
校通則」を公布

4.29 東京大学予備門を第

一高等中学校に改組

4.29 東京師範学校を高等

師範学校に改組

10. 8 l'尋常師範学校官制」

を公布

10.一高等師範学校、学年

を4月1日から翌年3月31

日までとする (4月に初ま

る学年制を初めて採用〉

12.28 l'札幌農学校官制」を

公布

明治20年(1887) 明治20年(1887)

4.18 第二高等中学校を仙 3.23 所得税法公布

台に、第四高等中学校を金 5. 6 叙位条例公布(正1

沢に設置 (5.30第五高等中 位より従 8位までの16階〉

学校を熊本に設置〉 6. 1 伊藤博文ら憲法起草

5.21 学位令公布(学位を を開始〈夏島草案〉

博士、大博士の 2種とする〉 7.30 官吏服務紀律を改定

8.19 各高等中学校に医学 (天皇と政府-への忠順勤勉

部を設置 (9.27第ーを千葉 を求める〉

に設置〉 12.26 保安条例公布(政客

ら約570名東京から追放〉

この年、政府の条約改正案

に対する反対運動、盛んに

1431 
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教育学部 工医 自l ，ll4. 
寸→ 部

明治21年(1888)

3.22 千葉県尋常師範学校

規則を改正(学年を4月1

日~翌年3月31日とする〉

7. 8 兵式訓練に伴う行軍

を修学旅行として初めて実

施 (2週間で安房地方一

周〉

明治22年(1889)

6.一文部省訓令 (21年9

月〉により、教職員制度

〈立襟背広〉を定める(諜年

5月改正〉

7.20 佐藤亀世、校長事務

取扱に就任

9.13 佐藤亀世、校長に就

任

10.ー 沼田倍郎、校長に就

任

11. 29 畳間俊一郎、校長に

就任

1432 

学

明治21年(1888)

3.ー 県立附属病院、県立

千葉病院となる。県立千葉

医学校廃止

4.- 医学部授業開始、生

徒定員400名

6.- 医学部規則を定める

明治22年(1889)

9.一 第一高等中学校医学

部及び県立千葉病院の新

営、千葉町亥鼻台上現在位

置に着工

10.14 高等中学校の官制が

改正され、翌月から教諭は

教授、助教諭は助教授、部

長は主事と改称

明治23年(1890)

7.ー 第一高等中学校医学

部に薬学科 (3年制〉を附

設(9月講義開始〉、生徒定

員100人

8.ー 薬学科規則を定める

9.ー 医学部、病院新営工

事落成、移転

10.- 医学部長を医学部主

事と改称
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明治21年(1888)

4. 30 森有礼文部大臣留任

7. 6 高等中学校の学科を

3部制とする

明治22年(1889)

1. 22 徴兵令改正、学校在

学者の徴集猶予等認められ

る

2.16 陸軍大巨大山巌、臨

時文部大臣兼任

3.22 榎本武揚、文部大臣

に就任

4. 8 帝国大学文科大学に

特約生教育学科開設(ハウ

スクネヒト、教育学を担

当〉

7.29 第三高等中学校に法

学部を設置

10. 9 文部省、教員・学生生

徒の政務に関する討論を禁

止

明治23年(1890)

1. 27 慶応義塾、大学部を

開設(文学・法律・理財の

3科〉

3.25 女子高等師範学校を

設置(高等師範学校の女子

部を独立〉

3.25 東京職工学校を東京

工業学校と改称

5.17.':芳川顕正、文部大臣

に就佳'ど

10.30 ['教育ニ関スル勅語」

発布

"げゐ
¥._-，'， 

年 表

社

起こる

メL
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明治21年(1888)

般

4.25 市制・町村・制を公布

(明治22.4施行〉

4.30 枢密院を設置 (6.18

枢密院、憲法草案審議を開

始〉

4.30 黒田清隆内閣成立

6. 1 東京天文台を設置

明治22年(1889)

2.11 大日本帝国憲法・皇

室典範発布

2.11 議院法・衆議院議員

選挙法・貴族院令を公布

5.10 会計検査院法公布

7. 1 東海道線全通

12.24 内閣官制公布(寧の

権限強化〉

12.24 第1次山県有朋内閣

成立

明治23年(1890)

1.18 富山県下に米騒動起

こる(各地に波及〉

4.21 民法(財産編等〉・民

事訴訟法公布

5.17 ['府県制Jr郡告。」公
布(地方自治制度の確立〉

7. 1 第1回衆議院議員総

選挙(10.20元老院廃止、

11. 29第 1回帝国議会開会

式〉

9.15 立憲自由党結成
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前史年表

教育学部 医 λ出
寸一

明治24年(1891)

部

3.一 第3回医学部卒業生

がでる (54人中41人〉

6.一 医学部事務分掌規程
及び寄宿舎規程を定める

明治26年(1893) 明治26年(1893)

4. 1 r千葉県尋常師範学校 I 8.一 外国語を英語からド
小学校教員講習科規則」公| イツ語に改め、英語を随意、

布(定員30名) 科とする

4.一 千葉県尋常師範学校

規則全部改正(修業年限、

男子部4年、女子部3年〉

明治27年(1894) 明治27年(1894)

4.一千葉県「尋常師範学校 I9.ー 第一高等中学校医学

1434 

工 ρ>4 

づー 部



年表

国 せ士・
A 学部 般

-.5" 
fl'tJ 

{ei，主
『マー 教 育 社

p、、，

コミ

明治24年(1891) 明治24年(1891)

1. 9 内村鑑三の不敬事件 I3.20 立憲自由党を自由党

(勅語拝礼拒否〉起こる | と改称(総理板垣退助〉

6. 1 大木喬任、文部大臣 I3.24 度量衡法公布

に就任 I 5. 6 第1次松方正義内閣
7.27 文部省、直轄学校官| 成立

制を改定 I 10.28 濃尾地方に大地震

7.27 帝国大学・文部省直 I12.18 足尾鉱毒問題起こる

轄学校の教官の定員・俸給 I (田中正造、衆議院へ質問
を定める | 書を提出〉

11.17 1尋常師範学校官制」
を改定

明治25年(1892)

7.11 1尋常師範学校ノ学科
及其程度」を改定 (4月に

始まる学年制採用、教育の

要旨の制定など〉

8. 8 河野敏鎌、文部大臣

に就任

明治26年(1893)

3. 7 井上毅、文部大臣に

就任

8.11 帝国大学令を改正、

帝国大学官制を公布(諮座

制創設、分科大学に教授会

を設ける〉

8.12 文部省、祝日・大祭

日の儀式に用いる歌詞・楽

譜を選定 (1君が代Jなど〉
10.28 文部省、教員の政論

を禁止、政論を為す教育団

体への参加を禁止する旨を

自1[令〈箱口訓令)

11.11 札幌農学校を文部省

に移管を決定 (28.4移管〉

明治25年(1892)

2.15 第2回衆議院議員総

選挙施行(各地に選挙干渉

問題起こる〉

5.21 保安条例発動

8. 8 第2次伊藤陣文内閣

成立

11. 1 万朝報創刊(，-._，昭和

15.9.30) 

明治26年(1893)

4.14 集会及び政社法改正

4.14 出版法・版権法公布

9.10 富岡製糸場(農商務

省所管〉を三井に払下げ

10.31 文官任用令公布

明治27年(1894) 明治27年(1894)

1. 23 文部省、教員の政治 I8. 1 日清戦争起こるく明治

1435 



前史年表

教育学部|医学部

卒業生服務規則」を定める | 部を第一高等学校医学部と
改称

明治28年(1895)

7.一越智直、校長に就任

明治30年(1897)

8.一 千葉町西猪鼻に校舎

新築落成 (9.15移転〉

11. 2 千葉県尋常師範学校

校旗をflJU定

11.28 落成式挙行

明治31年(1898)

4. 1 千葉師範学校と改称

4. 1 私費生規則を実施

9.一 弘田正郎、校長に就

任

1436 

主事長尾精一、県立千葉病

院長を兼任

9.ー 第一高等学校医学部

薬学科と改称

明治29年(1896)

11.一 県立千葉病院規程改

正

工 ，>u，. 

弓ム 部



年 表

園 ざZ主3fC 寸A担二らa 部 r，Wj官ロ司 タTなr 教 育 社 必#ζ 般

28.4.17日清講和条約〔下

6.14 r工業教員養成規程」 関条約〕調印〉

を制定(工業教員養成所を

東京工業学校に併設〉

6.25 r高等学校令」を公布
(高等中学校を高等学校と

改称・改組〉

8.29 芳川顕正司法大臣、

臨時文部大臣を兼任

10. 3 西園寺公望、文部大

臣に就任

明治28年(1895) 明治28年(1895)

4. 1 帝国大学文科大学に 8. 6 台湾、に軍政を実施

「史料編纂掛」を置く(史料 8.- 大阪で初めて活動写

編纂所の前身〉 真興行される

明治29年(1896) 明治29年(1896)

9.28 峰須賀茂間、文部大 3. 1 進歩党結成〈立憲改

臣に就任 進党・立憲草新党・中国進

12.28 文部大臣の諮詞機関 歩党など合同〉

として「高等教育会議」を 3.31 台湾総督府条例公布

設置 (民政を施行〉

9.18 第 2次松方正義内閣

成立

明治30年(1897) 明治30年(1897)

6.22 京都帝国大学を設置、 2. 5 農商務省、八幡製鉄

帝国大学を東京帝国大学と 所設置を決定(明治34.2.5

改称 操業開始〉

10. 9 「師範教育令Jを公布 3.29 貨幣法公布(金本位
10.13 教員の政論禁止の訓 制の確立〉
Aμ 、 3.一 足尾鉱山鉱毒事件起

11. 6 浜尾新、文部大臣に こる

就任 7. 5 労働組合期成会結成

12.17 男女師範学校の分離 (日本最初の労働組合〉

設置について訓令 この年、米側騰貴、各地に

米騒動起こる。この頃から

労働争議急激に増加

明治31年(1898) 明治31年(1898)

1. 12 西国寺公望、文部大 1. 12 第3次伊藤博文内閣

臣に就任 成立

4.30 外山正一、文部大臣 6.22 憲政党結成(自由・

1437 



前史年表

教育学部

任

本年度より師範学校拡張工事

始まる

1438 

医 学 部

明治32年(1899)

11.一 内科臨床講義室が新

築落成

明治33年(1900)

3.一 外科臨床講義室並び
に向附属建物が落成

工 ，ll.とみ

づー 部



園 ヨ士今
A 学部

守合
同 等 教育

に就任

6.30 尾崎行雄、文部大臣

に就任

8. 11 集会条例による違反

者の処分の省令、教員・学

生の政治活動禁止の訓令・

内訓等を廃止

10.27 犬養毅、文部大陸に

就任(尾崎文相、 8月20日

の共和演説事件により辞

任〉

11. 8 樺山資紀、文部大臣

に就任

12.10 1学位令Jを改正(大
博士を廃し、博士を 9種と

する〉

明治32年(1899)

3. 3 1実業学校教員養成課
程」を制定 (1工業教員養

成規程」廃止〉

3.31 台湾に師範学校を設

置(台北・台中・台南の 3

校〉

4. 5 高等師範学校附属音

楽学校・高等商業学校附属

外国語学校独立して、それ

ぞれ東京音楽学校・東京外

国語学校と改称

8. 3 1私立学校令J公布
11.11 1図書館令」公布

明治33年(1900)

3.26 1学生生徒身体検査規
程Jを制定

3.30 第六高等学校を岡山

に設置

3.31 1教員免許令」を公布
10.19 松田正久、文部大臣

に就任

12. 5 吉岡荒太・弥生夫妻、

東京女医学校を設立

年表

社会 般

進歩両党合同〉

6.25 保安条例を廃止

6.30 第1次大隈重信内閣

成立 (1瑛板内閣〉

7.16 民法全編施行

10.18 幸徳秋水・片山潜ら

社会主義研究会を結成

11. 8 第2次山県有朋内閣

成立

明治32年(1899)

3. 4 著作権法公布

3.16 国籍法公布

3.28 文官任用令を改正、

文官分限令・文官懲戒令を

公布

7.17 改正条約実施(外国

人の内地雑居許可、治外法

権の撤廃〉

10. 2 普通選挙期成同盟会

結成

明治33年(1900)

3.10 治安警察法公布〈集

会及び政社法を廃止〉

3.29 衆議院議員選挙法を

改正

4.ー 金融恐慌起こる

8.14 日本軍、各国連合軍

と共に北京に入る〈北清事

変〉

9.15 立憲政友会結成(総

裁伊藤博文〉
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前史年表

教育学部

明治35年(1902)

11.一 大島多計比古、校長

に就任

12. 9 里村勝次郎、校長に

就任

明治36年(1903)

12.一 千葉町字松原に女子

師範学校校舎の新築に着手

(翌37.10.27落成〉

1440 

医 A斗
づ〕

明治34年(1901)

苛:

4. 1 第一高等学校医学部

を千葉医学専門学校 (4年

誌のと改称

4. 1 千葉医学専門学校薬

学科 (3年制〉と改称

4. 1 県立千葉病院看護法

講習所を設置

6.一 長尾精一、校長に勅

任される

9.一 千葉医学専門学校規

則、寄宿舎細則、監督規

程、校務分掌規程及び教授

会規則を定める

明治35年(1902)

7.15 長尾精一病死

11.- 萩生録造 (7月校長

心得〉、校長に勅任される

明治36年(1903)

3.一 細菌学実験室及び同
附属建物が落成

工
持ι
寸4 部



年表

園 学部 般
て丘二今

A 高 等 教育 社 会

明治34年(1901)

4. 1 第一・第二・第三・

第四・第五高等学校の各医

学部独立し、千葉・仙台・

岡山・金沢・長崎各医学専

門学校となる

4.20 成瀬仁蔵ら、日本女

子大学校を創立

5.11 東京工業学校・大阪

工業学校をそれぞれ東京高

等工業学校・大阪高等工業

学校と改称

5.26 東亜同文書院設立〈上

海〉

6. 2 菊地大麓、文部大臣

に就任

明治35年(1902)

3.28 r文部省直結諸学校職
員定員令」公布

3.28 臨時教員養成所官制

公布

4.25 高等学校の入学試験

に総合試験制度を採用〈全

国同日試験、成績順に希望

校へ配当〉

7. 9 各地に同盟休校など

学校騒動続出のため、文部

省は生徒の厳重処罰・取締

等につき自If令

9. 2 東京専門学校を早稲

田大学と改称

明治36年(1903)

3.27 r専門学校令」公布
(4.1施行〉

3.27 実業学校令を改正し、

高等の教育を為す実業学校

を「実業専門学校」とする

(4.1施行〉

10.19 第4次伊藤博文内閣

成立

明治34年(1901)

5.20 安部磯雄ら、社会民

主党を結成(即日禁止〉

6. 2 第 1次桂太郎内閣成

立

12. 3 日本赤十字社創立

明治35年(1902)

1. 30 日英同盟協約調印

12. 2 国勢調査に関する法

律を公布 (10年ごとに施

行、大正9.10. 1第1回実

施〉

5.30 衆議院、海軍拡張案

を可決

6.24 東京帝大教授戸水寛

人ら 7博士、対露強硬論を

発表 (7博士事件〉

1441 



前史年表

教育学部 医 学 部 工 戸ι
寸‘ 部

明治37年(1904)

2. 2 千葉県女子師範学校

設置

3.31 千葉県女子師範学校

規則制定〈本科修業年限3

年、定員120名〉

4. 1 千葉県師範学校女子

部が廃止され、千葉県女子

師範学校開校、里村勝次

郎、女子師範学校長を兼任

4. 5 師範学校教科用図書

目録を告示(女子師範学校

については4月26日〉

12.28 女子師範学校が千葉

町字松原の新校舎に移転

明治39年(1906)

1. 26 千葉県師範学校規則

制定

1442 



閤
τ法・
"A 学 音日 高等教育

7.17 内務大臣児玉源太郎、

文部大臣を兼任

9.22 久保田譲、文部大臣

に就任

12.24 清国から留学生31人、

第一高等学校への入学決定

年表

社会一般

7.15 西園寺公望、政友会

総裁となる

8.22 東京市内に電車開通

11. 15 幸徳秋水・塀利彦ら

平民社設立。平氏新聞創刊

11.21 第 1回早慶野球試合

開催

明治37年(1904) 明治37年(1904)

1. 9 学校生徒徴兵猶予に I2.10 日露戦争始まる(宣
関し、特典濫用者の取締り| 戦布告〉

につき訓令

明治38年(1905)

8.19 東京法学院大学を中

央大学と改称

8.25 講和反対の東京帝大

戸水寛人教授を休職処分。

東京・京都帝大教授ら大学

自治の立場から抗議運動を

開始〈戸水事件〉

12. 2 戸水事-件に関連し、

東京帝大山川総長辞任、法

科大学教授相ついで辞表提

出

12. 8 帝国大学事件により

久保田文相引責辞任 (39.1

戸水教授復職、事件解決〉

12.14 総理大臣桂太郎、文

部大臣を兼任

明治39年(1906)

1. 7 内閣総理大臣西国寺

公望、文部大臣を兼任

明治38年(1905)

5.27 日本海海戦("-'28) 

8.12 日英同盟協約調印

9. 5 日露講和条約調印(ポ

ーツマス条約〉

9. 5 日比谷で、講和反対国

民大会開催、暴動化〈日比

谷焼打事件〉

11.17 第 2次日韓協約〈韓

国保護条約〉調印

明治39年(1906)

1. 7 第 1次西国寺公望内

閣成立
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前史年表

教育学部

1. 26 千葉県女子師範学校

規則制定

明治40年(1907)

3. 1 千葉県師範学校附属

実業補習学校規則を制定

(4.1実施〉

10.一 千葉町黒砂に本校附

属小学校第二校舎を設置

12.一 女子師範学校附属小
学校、千葉町‘字松原に移転

一 附属実業補習学校を

千葉町千葉寺区及び同町黒

砂小学校に設置

明治41年(1908)

2. 4 千葉県師範学校学則

(男女両校共通〉を制定(師

範学校に本科第2部を設

置、女子師範学校、修業年

限4年、教員講習科設置〉

1444 

医
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閤 さz土zt? 寸主主与喧 部

明治41年(1908)

11.25 千葉県議会、 42年度

予算審議において、千葉県

立園芸専門学校設置の問題

を取り上げ、その予算を可

決する

明治42年(1909)

2.18 県知事有吉忠一、千

葉県立園芸専門学校の設置

を文部大臣に申請 (3.25認

可)

3.26 r千葉県立園芸専門学
校学則」を制定(修業年限

予科4年、本科3年、 4.1

施行〉

年 表

I司口 毒事 教 育 社 之二民』 般

3.20 東京上野の帝国図書 2.24 日本社会党を結成、

館開館 第1回大会開催

3.27 牧野伸顕、文部大臣 3.31 鉄道国有法公布

に就任 3.- 東北地方大凶作

4. 1 第五高等学校工学部 5. 2 医師法・歯科医師法

を分離独立して熊本高等工 公布

業学校を設置 6. 1 樺太北緯50度以南を

6. 5 京都帝国大学に文科 露国から受領

大学を設置 (9.11開設) 6.13 帝国学士院規程を制

6. 9 牧野文部大臣、学生 定(東京学士院を帝国学士

の思想風紀について訓令 院と改称〉

(社会主義を排斥〉

明治40年(1907〉 | 明治40年(1907)
4.10 r官立医学専門学校規 2. 1 r公式令」公布(公文
程」を制定(外国語が英語 式を廃止〉

から独語に変わる〉 2. 4 足尾銅山ストライキ

4.17 r師範学校規程」を制 (暴動化し軍隊出動〉

定(本科第二部を設置〉 7.24 第3次日韓協約調印

6.22 東北帝国大学を設置 この年、日露戦争後の恐慌

(札幌農学校を同大学農科 起こる。労働争議激増、米

大学とする〉 国で日本人排斥運動起こる

9.13 東京歯科医学専門学

校、専門学校令により設立

認可

明治41年(1908) 明治41年(1908)

3.12 高等学校(大学予科)I 7.14 第 2次桂太郎内閣成
の入学に関し総合選抜試験! 立

制度を廃止、各校別試験と

する(4.18実施要項を告示〉

7.14 小松原英太郎、文部

大臣に就任

明治42年(1909)

4.- 東京高等商業学校の

大学昇格運動起こる (5.11

生徒、同盟退学を決議して

紛糾、 5.30解決〉

6.15 東京帝国大学法科大

学に商業学科を設置

明治42年(1909)

5. 6 新聞紙法公布(新聞

紙条例廃止〉

7. 6 閣議、韓国併合の方

針を決定

8.14 近江・美濃大地震

10.26 伊藤博文、ハルピン

駅頭で暗殺される
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前史年表

教育学部 工医
pι 
寸→ 部

持4
"j'"- 部

明治43年(1910)

4. 1 女子師範学校に本科

第2部を開設

6. 3 師範学校教授要目を

定める

1446 

明治44年(1911)

5. 8 千葉医学専門学校及

び千葉病院創立25年記念祝

賀会を挙行(故長尾校長銅

像除幕式〉

9.ー 医化学実習室が落成



国
τ医・
"A  学 部

4. 1 千葉県立園芸専門学

校を東葛飾郡松戸町に設

置、開校

4. 1 千葉県事務官問中喜

介、校長事務取扱となる

5. 8 授業開始

7.一 鏡保之助、学校長に
就任

9. 8 千葉県立園芸専門学

校学則を改正

明治43年(1910)

口

H司 等 教育

明治43年(1910)

2.一 鏡学校長、欧米視察 I5.31 I師範学校教授要目」
に1年間派遣される | を制定

5.31 千葉県立悶芸専門学 I12.22 東北帝国大学官制公

校学則を改正し、予科を廃| 布

止 I 12.22 九州帝国大学を設置

明治44年(1911)

3.24 千葉県立閤芸専門学

校学則中学科課定表を改め

る

5.24 皇太子殴下、来校見

学

12.一 校舎、濁.室、その他

の増築完成、実習地拡張

(44.3.31九州帝国大学官制

公布〉

明治44年(1911)

2. 4 l'南北朝正問問題J起
こる (2.27文部省、南朝を

正統として国定歴史教科書

の修正につき通達〉

4. 7 高等師範学校に専攻

科を設置

8.30 長谷場純孝、文部大

臣に就任

社 t.. 
';I:s; 

年 表

般

明治43年(1910)

3.13 立憲国民党結成

3.28 l'高等官官等俸給令J.

「判任官俸給令」公布

4.ー武者小路実篤ら、「白

樺」創刊

5.25 大逆事件起こる(検

挙開始、 6.1卒徳秋水逮捕1)

8.22 l'韓国併合ニ関スル条

約」調印 (8.29公布、韓国

を朝鮮と改称〉

11.29 白瀬中尉ら南極探検

隊出発

明治44年(1911)

1.11 大逆事件に大審院判

決(幸徳、秋水ら死刑〉

3.11 普通選挙法案、はじ

めて衆議院本?通過 (3.15貴

族院で否決〉

8.21 警視庁、特別高等課

を設置

8.30 第 2次西国寺公望内

閣成立

10. 10 清国に辛亥苧命起こ

る

明治45年=大正元年(1912)I 明治45年=大正元年(1912) I 明治45年=大正元年(1912)

4.ー 第 1回卒業式(得業 I11. 9 農商務大臣牧野仲顕、

証書授与式〉挙行(卒業生| 文部大臣を兼任

21名中千葉県出身者16名) I 12.21 柴田家門、文部大臣

6.26 赤星朝日車、学校長に| に就任

2.12 清朝滅亡

7. 6 第 5回オリンピック

〈ストックホノレム〉開催、 日

本選手初参加
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前史年表

教育学部

大正2年(1913)

3.一 生徒服制を改正(冬

濃紺へル、夏霜降小倉〉

5.31 土井亀之進、校長に

就任

大正4年(1915)

3.31 女子師範学校本科第

2部一時廃止〈大正7.4.1

より再開設〉

1448 

医 λ'-'み
守ー

大正3年(1914)

剖:

4.- 従来の校友会雑誌を

「千葉医学専門学校雑誌」

と改題

11.一 病院本館並びに病室

の改増築落成式挙行

12.一 三輪徳寛、第3代校
長兼病院長に就任(萩生録

造校長病死〉

大正4年(1915)

6.一 学年を4月1日から

3月31日に改める(従来9

月1日，..._， 8月31日〉

工 ρ'-'与
て「ー 部



園

就任

士法・

コ三三
ρゐら
てf-

大正3年(1914)

部

2. 6 千葉県立高等園芸学

校学則を改定する。千葉県

立園芸専門学校、千葉県立

高等園芸学校と改称

大正4年(1915)

1.一 諮堂完成

7. 9 千葉県立高等園芸学

校研究生・見習生規程を定

"E" 
I可 等 教 育 社 之』

ヱミ

年 表

般

7.30 明治天皇崩御、皇太

子嘉仁親王践枠、大正と改

フじ

12. 19 憲政擁護大会開催(第

1次護憲運動はじまる〉

12.21 第 3次桂太郎内閣成

立

大正2年(1913) 大正2年(1913)

2.20 奥田義人、文部大臣 I2. 10 護憲運動の群衆騒乱、

に就任 | 政府系新聞社・交番等焼打

6.13 教育調査会を設置(高| 事件起こる

等教育会議廃止) I 2.20 第 1次山本権兵衛内

7.12 京都帝国大学総長沢| 閣成立

柳政太郎、人心一新のため I10. 6 日本政府、中華民国

教授会に諮ることなく、 7I を承認(支那共和国と呼

教授に辞表を提出させる| ぶ〉

(8.5依願免官確定、大正3. I 12.23 立憲同志会結党式(総

1.14沢柳事件、教授会の人| 裁、加藤高明〉

事権の承認により落着〉

8.16 東北帝国大学理科大

学に女子学生3人入学(初

の帝大女子学生となる〉

大正3年(1914)

3. 6 大岡育造、文部大臣

に就任

4.16 ー木喜徳郎、文部大

臣に就任

6.20 文部大臣、「大学校令

案」及び「学位令改正案」

を教育調査会に諮問 (7.2

菊地大麓、「学芸大学案」を

教育調査会に提出〉

6.20 文部省直轄学校の名

誉教授に関する規定を定め

る(帝国大学以外にも名誉

教授を認める〉

大正4年(1915)

8.10 高田早苗、文部大臣

に就任

8.18 朝日新聞社主催第1

大正3年(1914)

1. 23 海軍収賄問題(シー

メンス事件〉起こる

4.16 第 2次大限重信内閣

成立

6. 18 原敬、政友会総裁に

就任

7.28 第 1次位界大戦起こ

る

8，23 ドイツに対し宣戦布

告(第1次世界大戦に参加〉

大正4年(1915)

1. 25 米価調節令公布

5.25 21か条の日華条約調

印
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前史年表

教育学部

1450 

医
戸三〈
うこ‘ 官官

11.- 研究生規程を定める

大正5年(1916)

2. 8 県立千葉病院看護婦

講習所と改称

3.一 組織学実習室の改築

落成

大正6年(1917)

5. 8 千葉医学専門学校及

び県立千葉病院の創立30周

年記念式挙行

大正7年(1918)

3.一薬学科教室改築落成

工 "，_，ら
寸二a 部



年 表

園 ヨ!iアz 学 部 高 等 ぎ失 育 社 よヨミ』 般

める 回全国中等学校優勝野球大 6.30 看護婦規則制定

会開催 11.10 大正天皇即位の大礼

大正5年(1916) 大正5年(1916)

4. 1 朝鮮に専門学校を設 1.12 大限総理大臣狙撃事

置(朝鮮総督府専門学校官 件

制公布〉 1.- 吉野作造、民本主義

10. 9 岡田良平、文部大臣 の論文を発表

に就任 9.11 河上肇、貧乏物語を

大阪朝日に執筆

10. 9 寺内正毅内閣成立

10.10 憲政会結成(総裁、

加藤高明〉

11.10 大日本医師会創立大

会開催

大正6年(1917) 大正6年(1917)

4.27 高等学校の入学者選 5. 8 第3回極東選手権競

抜に関し総合試験制度を復 技大会開催(日本で最初の

活 国際競技大会〉

9.21 臨時教育会議を設置 10.30 小額紙幣発行 (50銭、

(教育調査会廃止〉 20銭、 10銭〉

12.15 臨時教育会議、兵式 11. 7 ソビ、エト政権成立(ロ

体操の振興に関して建議 シア10月革命〉

大正7年(1918) 大正7年(1918)

1.17 臨時教育会議、男子 8. 2 政府、シベリヤ出兵

の高等普通教育の改善につ 宣言

いて答申 (5.2第2回答申〉 8. 3 米価暴騰し、富山県

4. 1 徴兵令改正 C師範学 下に米騒動起こる(以後全

校卒業者の6週間現役を 1 国に波及〉

年現役に改める。中等学校 9.29 原敬内閣成立(最初

以上在学者の徴兵猶予を入 の本格政党内閣〉

営延期に改める〉 11. 9 ドイツ革命(皇帝退

4. 1 北海道帝国大学を設 位、共和国宣言〉

置(東北帝国大学農科大学 12.一 東京帝大に新人会結
を北海道帝国大学農科大学 成

に改める〉 文部省に科学研究奨

6.22 臨時教育会議、大学 励金(自然科学奨励金〉創

教育及び専門教育の改善に 設

関し答申 (7.24師範教育の この年、 10月から翌年にか

改善、 10.24女子教育の改 けてスペイン風邪大流行

善、 10.25実業教育の改善、
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前史年表

教育学部

大正8年(1919)

1.10 羽田貞義、校長に就

任

4.25 千葉県師範学校学則

改正

5. 21 手塚岸街、師範学校

附属小学校に来任 (6.14附

属小学校主事となる〉

8.ー 師範学校生徒、全国

中等野球大会予選に初めて

出場(-..... ，15年3月〉

12.15 豊田潔、校長に就任

大正9年(1920)

2.24 県立茂原農学校内に

附属農業教員養成科設置

(4.1開設〉

1452 

医 T.>L，. 
寸一

大正9年(1920)

部

5.一 解剖学教室新築落成

(7年3月焼失〉

12.27 文部省よれ大学昇

格確定の通知を受ける

工 ~ら
寸二a 部:



園芸学部

大正9年(1920)

3.10 シャム皇弟フヒーリ

ー殿下来校

高等教育

それぞれ答申〉

9.29 中橋徳五郎、文部大

臣に就任

12. 6 r大学令」公布〈はじ
めて公立・私立の大学、単

科大学を認める〉

12. 6 r高等学校令」公布
〈公立・私立を認め、 7年

制を原則とする〉

12.26 高等教育機関の創設

及び拡張計画に関する文部

省案を発表(第41回帝国議

会に提出〉

大正8年(1919)

2. 7 r帝国大学令」を改正
(大学令の制定にともない、

官立総合大学の規定とな

り、分科大学を学部に改め

る〉

3.29 r高等学校規程」を制
定

3.29 r大学規程」を制定
5.23 臨時教育委員会を設

置(臨時教育会議廃止〉

11.22 大阪府立大阪医科大

学、大学令により設立認可

〈大学令による最初の公立

大学〉

大正9年(1920)

1. 13 東大森戸事件起こる

2. 5 慶応義塾・早稲田大

学、大学令により設立認可

2.17 東京帝国大学、聴講

生として女子の入学を認め

る (9.24入学許可〉

4. 1 東京商科大学設置(東

京高等商業学校を改組〉

4.15 明治・法政・中央・

日本・国学院・同志社大

学、大学令により設立認可

5.- r文部時報」創刊

年表

社会 般

大正8年(1919)

2. 9 河野広中ら、普通選

挙期成大会を東京で開催

〈普選運動各地に拡大〉

5. 4 中国・五回運動(北

京で反日運動起こる〉

5.23 衆議院議員選挙法改

正 (3円以上の納税者に選

挙権、小選挙区制〉

6.28 対独講和条約(ベル

サイユ平和条約〉に調印、

国際連盟・国際労働機構

(1 L 0)等に加盟

9.27 シベリヤ撤兵開始

大正9年(1920)

1.10 国際連盟発足 (11.15

第 1回総会〉

1. 31 全国普選期成連合会

結成 (2.10東京で普選大示

威行進〉

3.一 戦後経済恐慌はじま
る

5. 2 東京上野公園でわが

国最初のメーデー

7. 6 学位令を改定

10. 1 第 1回国勢調査を実

施〈総人口76，988，379、内
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前史年表

教育学部

大正10年(1921)

3.一 県立茂原農学校附属

農業教員養成科廃止され、

千葉県実業補習学校教員養

成所設置:

4. 1 千葉県実業補習学校

教員養成所規程を制定(昭

和12.2.13廃止〉

4. 1 師範学校に予備科を

設置〈大正14.3廃止〉

大正11年(1922)

3. 14 千葉県師範学校学則

改正

4. 1 千葉県女子師範学校

に附属幼稚園を設置

1454 

医 '学 部

大正11年(1922)

4.ー 県立千葉病院を千葉

医学専門学校附属医院と改

称

4.ー 附属医院規則及び附

属医院看護婦講習所、産婆

講習所規則を定める

4.一 三輪徳寛、附属医院

長に就任

12.27 千葉医学会創立

工 学 部

大正10年(1921)

12.10 東京高等工芸学校を

東京市芝区新芝町(現在、

東京都港区芝浦〉に設置

12.10 松岡寿、校長に就任

大正11年(1922)

2. 2 東京高等工芸学校規

程制定(工芸図案科〔同附

属工芸彫刻部〕、金属工芸

科〔同附属精密機械分科、

金属製品分科〕、木材工芸

科、印刷工芸科、 4科、修

業年限3年、研究生、選科

生、別科〉

4.25 第 1回入学式挙行



園

5.一

τ怯‘
-p;;; 学

大正11年(1922)

剖l

元千葉県立農事試験

場所属地を管理換する

守主
I可

9.15 

~主
ーτ・ 教

三とく

同

文部省在外研究員規

程を制定(~大正11. 1. 23 

在留期間を2年に短縮〉

10.30 I実業補習学校教員養
成所令」公布 (12.18同施

行規則を制定〉

大正10年(1921)

3.30 I大学特別会計法」公
布 (4.12r大学特別会計規
則」制定〉

4.- 大学・高等学校の学

年開始を9月から 4月に改

める

6.23 文部省、「通俗教育」

を「社会教育」と改称

7. 9 I教育評議会」を設置
(臨時教育委員会廃止〉

8.27 文部省、「思想善導」

対策について各直轄学校長

に内訓

10.19 京都府立医科大学・

東京慈恵会医科大学、大学

令により設立認可

11. 1 長野県・上回で自由大

学開講

12.10 東京高等工芸学校・

神戸高等工業学校等設置

大正11年(1922)

1. 23 I在外研究員規程」を
制定

3.31 官立医科大学官制公

布、新潟医科大学・岡山医

科大学を設置〈各医専昇

格、 4月開校〉

4. 1 旅順工科大学・満州

医科大学設置

5.25 熊本県立熊本医科大

学・専修大学・立教大学、

大学令により認可

6.12 鎌田栄吉、文部大臣

社 止』
A 

年表

自史

地55，963，053)

12. 9 大杉栄・堺利彦ら、

日本社会主義同盟を結成

(大正10.5.28解散命令〉

12.17 国際連盟、南洋群島

に対する日本の委任統治を

正式に決定

大正10年(1921)

4.12 尺貫法を改め、メー

トノレ法を採用(大正13.7.1

施行〉

4.12 郡制を廃止(大正12.

4.1施行〉

6.25 臨時国語調査会を設

置

10. 3 日本労働総同盟成立

(友愛会を改称〉

11. 4 原総理大臣、東京駅

で暗殺される

11.12 ワシントン軍縮会議

開催〈日本全権加藤友三郎)

11.13 高橋是清内閣成立

12.13 ワシントン軍縮会議

で日・英・米・仏4か国条

約調印

大正11年(1922)

2. 6 ワシントン会議で、

海軍軍備制限条約・中国に

関する 9か国条約調印

3. 3 全国水平社創立(部

落開放運動〉

4.22 健康保険法公布

6.12 加藤友三郎内閣成立

7.15 日本共産党結成(非

合法〉

11. 7 I学生連合会J(F. S) 
結成

12.30 ソビ、エト社会主義共
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前史年表

教育学部 医 ~ゐ
てp 部 工 学 部

大正12年(1923) 大正12年(1923) 大正12年(1923)

9. 1 大震災のため師範学 1.- 「千葉医学会雑誌」創 1. 22 東京高等工芸学校規
校校舎、寄宿舎、附属学校 干日 程改正
校舎等に大破損をうける 4. 1 官立医科大学官制を 4.一 金属工芸科・精密機

改正 (3.31)し、千葉医学 械分科、木材工芸科ではじ

専門学校が千葉医科大学に めて生徒募集

昇格、関学 (4年制〉 11.26 東京高等工業学校長

4. 1 千葉医学専門学校附 吉武栄之進、本校校長を兼

属医院を千葉医科大学附属 任

医院と改称

4. 1 千葉医科大学附属医

学専門部と附属薬学専門部

を設置

4. 1 千葉医科大学附属医

院看護婦養成所と改称

4. 1 三輪徳寛、大学長兼

教授に任ぜられる

4. 1 松本高三郎、附属医

院長に就任

4. 1 平野一貫、附属薬学

専門部主事となる

4. 1 千葉医科大学規程、

同副手規程、同研究生規

程、同奨学資金規程、同附

属図書館規程、同学位規

程、同附属医院規程、同諸

収入金定率、問看護婦養成

所規程及び同産婆養成所規

程を定める

この年より、大学新営の工

事が始まる。この年に附属

病院の外科手術室、病室

105坪 (346.5m2)等が新築

落成

大正13年(1924) 大正13年(1924) 大正13年(1924)

4. 1 女子師範学校に予備 2. 5 松本高三郎、学長兼 3.31 東京高等工業学校附

科を開設(翌年廃止〉 附属医学専門部主事に就任 属職工徒弟学校が本校に移
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園 τ住‘
Zヰ

戸主ら
づ二a 部 高 等 教 育

に就任

10.30 学制頒布50年記念式

典挙行 (1学制五十年史」刊

行〉

大正12年(1923)

3.31 千葉・金沢・長崎医

科大学を設置(各医専昇格〉

5. 5 師範教育改造同盟結

成

9. 2 逓信大臣犬養毅、文

部大臣に兼任

9. 6 岡野敬次郎、文部大

臣に就任

11.29 東京帝国大学で社会

科学研究会結成

大正13年(1924)

1. 7 江木千之、文部大臣

に就任

年表

社 ぷ』
-;z:s; 般

和国連邦〈ソ連邦〉成立

大正12年(1923)

1. 27 婦人参政権獲得同盟

結成

4.14 恩給法公布

6. 5 日本共産党第1次検

挙

9. 1 関東大震災

9. 2 第 2次山本権兵衛内

閣成立

9. 2 震災地に非常徴発令・

戒厳令等公布

11.10 1国民精神作興に関す
る詔書」発布

大正13年(1924)

1. 7 清浦杢吾内閣成立

1.10 第2次護憲運動起こ
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前史年表

教育学部 医
λu，. 
寸こa 部

4.30 磯貝泰助、校長に就任 I3.28 竹村正、院長に就任

大正14年(1925)

3.31 師範学校、講習科を

廃止

4. 1 両師範学校本科第一

部の修業年限を5年とし、

予備科を廃止 (3.31)

4. 1 師範学校に陸軍現役

配属将校が配置される

大正15年=昭和元年(1926)

3. 9 I千葉県師範学校学
則」を大幅に改正

3.31 女子師範学校、講習

科を廃止

3.31 根岸福鵡、校長に就

任

4. 1 両師範学校に専攻科

(修業年限1年〉を設置

4. 1 女子師範学校本科第

二部の修業年限を 2か年に

延長

1458 

8.一 基礎医学の解剖学、

医化学、生理学、薬物学の

諸教室、病院の伝染病舎な

どが落成

大正14年(1925)

4. 1 千葉医科大学附属医

学専門部を廃止

5. 8 千葉医科大学記念式

及び大学学友会の発会式を

挙行

5.16 高橋信美、附属医院

長に就任

9.一 千葉医科大学規程、

同研究科規程、同図書規

程、同学位規程、同附属看

護婦養成所規程及び向附属

産婆養成所規程中改正施行

一.一 千葉医科大学附属看

護婦養成所と改称

この年、病理学実習室、同

動物実験室、衛生細菌学講

義室、同動物実験室等が落

成

大正15年=昭和元年(1926)

3.一 附属薬学専門部規程

を制定

5.一 生理学教室の全部と

医化学教室の一部が焼失

9.一 千葉医科大学に附属

図書館設置

一.一 本年中に、病理学教

室、衛生細菌学教室、看護

婦寄宿舎等が新築落成

工
A主4

+ 部i

管され、 「附属工芸実修学

校」と改称 (4科、 3年

制〉

大正14年(1925)

3.14 第 1回卒業証書授与

式(卒業式〉を挙行(本科

卒業生55名〉

3. 14 松岡寿、校長に再任

大正15年=昭和元年(1926)

1. 16 東京高等工芸学校規

程改正(聴講生を加える〉

5.19 束、京高等工芸学校規

程改正(印刷工芸科に附属

写真部を設置〔東京美術学

校写真科の移管J)



園芸学部

大正15年=昭和元年(1926)

3.11 千葉県立高等園芸学

校の廃校、改校が問題とな

る

高等教育

4..15 r文政審議会」を設置
5. 2 京城帝国大学を設置

6.11 岡田良平、文部大臣

に就任

9.14 学生社会科学連合会

結成

11.10 高等学校長会議、各

高等学校の社会科学研究団

体の解散を決定

大正14年(1925)

1.10 文政審議会、学校で

の軍事教育実施案を可決

(翌日日答申、 4月実施〉

4. 1 師範学校規程を改正

し、第1部の修業年限を5

年に延長、 2年制高等小学

校に接続、専攻科を設置

4.13 r陸軍現役将校配属
令」公布(中等学校以上で

現役将校による学校教練を

実施〉、教練教授要目を制

定

11.25 官立高等学校の入学

試験を 2班制とする(入学

者選抜規程を改正〉

12. 1 社会科学連合会加入

の学生を検挙(京都学連事

件〉

大正15年=昭和元年(1926)

1.15 京都学連事件に関連

して全国の社研学生検挙

(初めて治安維持法を適用〉

4.20 r青年訓練所令」公布
(7.1全国に開設〉

5.29 文部省、学生の社会

科学研究を禁止

6. 4 北海道庁・府県に学

務部を置く

12.11 文政審議会、大学令

の改正・師範教育制度の改

善について答申

年表

社会 般

る

1. 20 政友会・憲政会・革

新倶楽部、護憲3派連盟結

成

6.11 加藤高明内閣成立

7. 1 メートル法実施

大正14年(1925)

1. 20 日ソ基本条約調印(国

交回復〉

3.22 東京放送局放送開始

(わが国最初のラジオ放送、

7.12本放送開始〉

4.22 治安維持法公布

5. 5 衆議院議員選挙法改

正 (25歳以上の男子に選挙

権を与える〉

8. 2 第2次加藤高明内閲

成立

10. 1 第2回国勢調査実施

〈総人口 83，456，929、内地

59，736，822) 

大正15年=昭和元年(1926)

1. 30 第1次若槻礼次郎内

閣成立

4. 9 労働争議調停法公布

8. 6 日本放送協会設立

12. 5 社会民衆党結成

12.25 大正天皇崩御、皇太

子裕仁親王践併、昭和と改

Yじ
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前史年表

教育学部 工 学 部医
主主f~

二子 部

昭和2年(1927)

3.- 寄宿舎の破損修理終

わる

昭和3年(1928)

3.一 師範学校校舎の修復

工事終わる

11.一 「御大典記念事業」と

して「郷土研究室」を創設

する

す築増

の
を

幻
{
至。習
年

練
4

器

和

楽

刀口

一
る

噌

i

1460 

昭和2年(1927)

5. 4 佐藤邦雄、附属医院

長に就任

11.ー この月末に大学本部、

新本館に移転

12.一 本部講堂、図書館等

竣工

この年、精神病学科病室、

伝染病室、生理学教室、医

化学実習室、学生控室、大

講堂、図書庫、本館事務室

等が竣工

昭和 3年(1928)

1.一本部本館事務室竣工

3.26 伊藤弥恵治、附属医

院長に就任

7.- 小池敬事、附属図書

館長に就任

10.一 学生監の代わりに学

生主事がおかれる

この年、法医学教室と病理

学標本庫ができる

昭和4年(1929)

5.一 勝山町に寄宿舎及び

臨海実験室竣工

5.14 瀬尾貞信、附属医院

長に就任

8.23 高橋信美、学長兼教

授に任ぜ、られる

昭和2年(1927)

4.16 東京高等工芸学校規

程改正〈金属製品分科を

「金属工芸科」に、精密機

械分科を「精密機械科」に

改め、 5学科制をとる〉

昭和3年(1928)

4.14 安田禄造、校長に就

任



年表

園 せ士・
3ミ 学部 高 六一

寸 2 教 育 社 メ』
= 般

昭和2年(1927) 昭和2年(1927) 昭和2年(1927)

7.20 文部省、千葉県立高 3.24 第十五臨時教員養成 3.15 金融恐慌起こる(こ

等園芸学校の直轄を決意す 所を佐賀高等学校内に設置 の後銀行休業続出〉

る 4.20 三土忠造、文部大臣 4. 1 兵役法公布(徴兵令

11.一 県議会、千葉県立高 に就任 廃止〉

等園芸学校の官立移管問題 6. 2 水野錬太郎、文部大 4.20 田中義一内閣成立

を審議する 臣に就任 6. 1 立憲民政党結成(憲

11.22 高等学校の入試制度 政会、政友本党合同〉

を改正〈入試準備の弊害除 6.20 ジュネーブ海軍軍縮

去のため内申書を重視〉 会議開催 (----8.4全権斉藤

11.25 文部省に調査部を設 実〉

置 7.10 r岩波文庫」発刊
12.30 東京に地下鉄開通(上

野・浅草間〉

昭和3年(1928) 昭和3年(1928)

1. 20 専門学校令を改正(人 1. 23 日ソ漁業条約調印(5.

格の陶冶・国体観念の養 26公布〉

成、公私立専門学校に対す 2.20 普通選挙法による最

る文部大臣の監督〉 初の衆議院議員選挙実施

3.17 台北帝国大学を設置 3.15 日本共産党員全国的

3.23 大阪商科大学設立認 検挙 (3.15事件〉

可(初めての市立大学〉 4.10 日本商工会議所設立

4.一 共産党検挙事件と関 6.29 治安維持法改正

連し、京大河上肇・東大大 7. 1 内務省保安課を拡充

森義太郎・九大石浜知行・ (思想取締りを強化〉

向坂逸郎ら辞職

5.27 勝田主計、文部大臣

に就任

10.30 文部省に学生課を設

置、直轄学校(大学・高専

校〉に学生主事・生徒主事

をおく(学生・生徒の思想

問題に関し指導・監督等〉

昭和4年(1929) 昭和4年(1929) 昭和4年(1929)

3. 6 校歌制定式を挙行 3.19 第十六臨時教員養成 4.16 日本共産党員大検挙

3.17 千葉県立高等園芸学 所〈北海道帝大内〉を設置 7. 2 浜口雄宰内閣成立

校の官立移管が正式に決定 3.一 大学卒業者の就職難 7. 15 日本航空輸送会社、

する 深刻化 定期旅客輸送開始

5.31 千葉県立高等園芸学 4. 1 東京工業・大阪工業・ 10.15 官吏減俸案閣議決定

校、文部省に移管され、官 東京文理科・広島文理科・ (反対運動起こり撤回〉
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前史年表

教育学部 部医 メ'4
ヲー 部 工

ρbら
寸4

昭和5年(1930)

1. 21 r千葉県師範学校学
則」を改正

10.- 附属小学校校舎改築

12.ー 附属小学校に手工教

室を新築

昭和6年(1931)

3.31 r千葉県師範学校学
則」を改正 (4.1実施〉

4. 1 師範学校本科第二部

の修業年限を2か年に延長

する

1462 

10.一 千葉医科大学同窓会

発足

昭和5年(1930)

6.ー 松村議、図書館長に

就任

9.一 山梨県山中湖畔に

6，000坪(19，800mりを購入
この年、法医学標本庫、解

剖学教室、精神科講義室竣

工

昭和6年(1931)

5.13 佐々貫之、附属医院

長に就任

7.- 附属医院新築の地鎮

祭を挙行

11.一 大学会館、講堂及び

武道場落成

11.一薬学専門部移築完成

12.14 財団法人間仁会設立

この年、上記の外、細菌学

隔離研究室、衛生標本庫、

病理学組織実習室、医院動

物室等が落成

昭和6年(1931)

3. 9 木材工芸別科を設置

(修業年限2年〉



国 τ日f
ココミ 学部

立の千葉高等園芸学校と改

称 (6.1施行〉

5.31 千葉高等園芸学校規

程を制定(本科〔園芸科〕、

修業年限3年、 6.1施行〉

6. 1 赤星朝11車、学校長に

就任

昭和5年(1930)

3.15 官立移管後、第1回

卒業式挙行

昭和6年(1931)

11. 9 松井謙吉、学校長に

就任

τ圭T
F司 等 教育

神戸商業の各大学を設置

4. 1 文部省、学生の思想

問題に関連して各大学に新

講座を設置

7. 1 文部省に学生部を設

置(学生課独立昇格、学

生、生徒の思想調査及び指

導〉

7. 2 小橋一太、文部大臣

に就任

11.29 田中隆三、文部大臣

に就任

昭和 5年(1930)

3.31 第七・第十四臨時教

員養成所を廃止

5.ー 師範教育改善促進連

盟結成

6. 5 高等学校高等科修身

教授要目を制定

12.28 文政審議会、師範教

育の改善について答申

昭和 6年(1931)

1.10 師範学校本科第2部

の修業年限を 2年に延長、

また基本科目・増課科目の

制度を設ける

3.26 臨時教員養成所5校

を廃止

4.30 名古屋医科大学を設

置(愛知県立医大を官立移.

官〉

4.30 大阪帝国大学を設置

(医・理2学部設置、医は

府立医大移管〉

6.23 文部省に学生思想問

題調査委員会設置

8.28 文部・大蔵・内務3

省の連合会議において師範

学校給費制度の廃止、小学

校教員昇給制度の改正を決

年表

社会 般

10.24 ニューヨーク株式市

場大暴落(世界的大恐慌は

じまる〉

昭和5年(1930)

4.22 ロンド、ン海軍軍縮条

約調印

10. 1 第 3回国勢調査実施

(総人口 9，040万人、内地

6，455万人〉

この年、世界的恐慌、米価・

農作物大暴落し;農村の危機

深刻化、労働争議続出、失

業者約40万人

昭和6年(1931)

3.ー 「桜会」大川周明ら、

クーデターによる軍部内閣

樹立を企図、発覚 (3月事

件〉

4.14 第 2次若槻礼次郎内

閣成立

5.27 高等官官等俸給令・

判任官俸給令を改正(官吏

の減俸・ 6.1実施〉

9.18 満州事変起こる

10.24 国際連盟理事会、日

本に対する満州撤兵勧告案

を13対 1で可決(反対は日

本〉

12.13 犬養毅内閣成立
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前史年表

教育学部 部医 部学 ，nL与
寸 4工

昭和7年(1932)

4. 1 本科第一部の定員を

縮小し、 l学級とする

10.一 郷土研究室を増築

1464 

昭和7年(1932)

7.一 緒方規雄、図書館長

に就任

10.29 体育週間として運動

会、スポーツ競技、旅行等

を実施 ('"'-'11.3. この年か

ら秋季に実施〉

この年、病理学納棺室、医

化学標本庫及び山中湖畔の

寄宿舎等が落成、またこの

年から思想関係による学生

の処罰問題が発生

昭和8年(1933)

3.31 久保護婦、附属医院

長に就任

4.一 本学で第41回日本解

剖学会総会開催

7.- 附属医院新館外装竣

工

8.ー 附属医院新館(9，813

坪[32，383m2])が落成

この年にその他、薬理学標

本庫、附属医院航空医学研

究室が落成

昭和9年(1934)

2.一 千葉医科大学規程を

改正(薬物学を薬理学と改

称〉

3.31 杉山文祐、附属医院

長に就任



閤芸学部

昭和7年(1932)

1. 29 建物14坪を内務省よ

り管理換

3.31 新築雑家建35坪引渡

し受ける

5.30 千葉県より敷地7，856

坪の寄付を受ける〈農場2

万6，000余坪に拡張される〉

高等教育

定

12.13 鳩山一郎、文部大臣

に就任

昭和7年(1932)

3.30 臨時教員養成所5校

を廃止

8.23 国民精神文化研究所

設置

8.一 文部省、思想問題講

習会を各地に開催(教員の

思想対策〉

9.一 師範学校長会議にお

いて、教員の思想問題に関

して文部大臣に訓示

昭和8年(1933)

2. 4 長野県教員赤化事件

(一斉検挙はじまる〉

3. 9 臨時教員養成所3校

を廃止

5.26 京大滝川事件起こる

(滝川教授休職発令、法学

部教授らこれに抗議して辞

表を提出〉

昭和9年(1934)

3. 3 鳩山文相綱紀問題で

辞任〈斉藤首相、文相を兼

任〉

6. 1 文部省に思想局設置

(学生部を拡充〉

7. 8 松田源治、文部大臣

に就任

年表

社会 般

昭和7年(1932)

1. 28 上海事変起こる

3. 1 満州園、建国宣言を

発表 (9.15承認〉

5.15 陸海軍青年将校ら、

首相官邸などを襲撃、犬養

首相射殺される(5.15事件〉

5.26 斎藤実内閣成立

9. 5 国民自力更生運動を

開始

10.一 大日本国防婦人会創

立

12.28 日本学術振興会設立

昭和8年(1933)

1. 30 ヒトラ一、独首相に

就任

2.24 国際連盟、日本軍の

満州撤退勧告案を採択(日

本代表松岡洋右退場〉

3. 4 ノレーズベルト、米大

統領に就任、ニュー・ディ

ール政策開始

3.27 国際連盟を脱退(詔

書発布〉

昭和9年(1934)

7. 8 岡田啓介内閣成立

9.21 関西地方に大風水害

(室戸台風〉

11.20 陸軍青年将校クーデ

ターを計画し、発覚 (11月

事件〉

12.29 ワシントン軍縮条約

廃棄を米国に通告

この年、東北地方冷害・大

凶作
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教 育学部 部

昭和11年(1936)

10.24 三井政喜、校長に就

任

昭和12年(1937)

2.13 r千葉県立青年学校教
員養成所学則」を制定(4.1

施行、 2年制、定員40名〉

4. 1 県立茂原農学校に千

葉県立青年学校教員養成所

を開設
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医学部|エ

昭和10年(1935)

3.31 橋健行、附属医院長

に就任

この年、生理学標本庫、医

化学実験室、医院汽缶室が

落成

昭和11年(1936)

4.27 石川憲夫、附属医院

長に就任

11.- 赤松宏、附属医院長

に就任

昭和12年(1937)

3.31 詫摩武人、附属医院

長に就任

3.- 解剖学標本庫落成

8.ー 附属医院完成、各科

移転完了東洋一と称せられ

る

10. 5 国民精神総動員千葉

医大実行委員会が発足

11.一 学生生徒によれ千
葉医大防護団が結成される

11.ー 陸軍より、旧病院を

傷病兵収容所に借用の申込

みがあり、これに応ずる

件ι
二子

昭和12年(1937)

8.26 工業学校実習指導員

養成科設置(10.1授業開始〉

10.14 工業学校実習指導員

養成規程制定 ("-'21.3. 8廃

止〉



年表

園 士一品 学部 高等教育 社会 般

昭和10年(1935) 昭和10年(1935) 昭和10年(1935)

3.13 千葉高等園芸学校規 4. 1 r青年学校教員養成所 2.18 貴族院で美濃部達吉
程改正(学科目等の改正、 令」公布 の天皇機関説問題起こる

4.1施行〉 4.15 学校放送(全国向〉開 2.一 湯川秀樹、中間子論

3.27 新築の農場諸建物完 始 を発表

成 7.- 文部省、大学・高専 8. 3 政府、国体明徴に関

校長、生徒主事らを対象に する声明発表

国体明徴に関する憲法講習 10. 1 第4回国勢調査(総

会を開催 人口9，769万人、内地6，925

11.18 教学刷新評議会設置 万人〉

11.17 全日本労働総同盟創

立(全労と総同盟合同〉

12. 9 ロγ ドン軍縮会議開

(佳

昭和11年(1936) 昭和11年(1936) 昭和11年(1936)

5.31 寄宿舎、農場建物落 2. 1 川崎卓吉、文部大臣 1.15 ロンドン軍縮会議脱
成式を挙行 に就任 ;;! 

3. 9 内務大臣潮恵之輔、 2.26 陸軍部隊一部反乱

文部大臣を兼任 3. 9 広田弘毅内閣成立

3.25 平生凱三郎、文部大 3.24 メーデー禁止を全国

臣に就任 に通達

7. 4 文部省、義務教育8 7.10 左翼文化団体関係者

年制実施計画要綱を決定 を一斉検挙

昭和12年(1937) 昭和12年(1937) 昭和12年(1937)

5.17 実務科入学式、入学 2. 2 総理大臣林銑十郎、 2. 2 林銑十郎内閣成立
生11名 文部大臣を兼任 2.11 文化勲章制定
7.10 千葉高等園芸学校規 4. 9 東京・京都両帝国大 2.22 軍需景気により東京
程改正(別科を改め、実務 学、東京・広島両文理科大 株式市場の取引高最高記録
科をおく、 1年制〉 学に国体、日本精神に関す 6. 4 第 1次近衛文麿内閣

る講座を設置 成立

4.30 文部省、直結学校に 7. 7 日華事変起とる(麗

おける「日本文化講義要 溝橋事件〉

綱」を制定 9.10 戦時経済体制へ移行

5.26 「文教審議会Jを設置 〈関係法令公布〉

5.31 文部省編「国体の本 11. 6 日・独・伊防共協定

義」刊行 調印

6. 4 安井英二、文部大臣 12.15 人民戦線第1次検挙

に就任

7.21 文部省に、教学局を

設置(思想局を廃止〉
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前史年表

教育学部 部医
戸'4
イー 商1 工 今一円一

昭和13年(1938)

5.20 千葉県立青年学校教

員養成所に助教諭養成のた

めの臨時養成科を置く(1 

年制、定員25名〉

昭和14年(1939)

8.31 太田章一、校長に就

任

10.15 千葉県教育会、教員

養成講習所を開設(第1回

講習開始、 5か月間講習〉
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昭和13年(1938)

3.31 荒木直如、附属医院

長に就任

3.- 附属医院に霊安室、

静養室が落成

10.一 本学で、第14回日本

生化学会総会が開催される

12.- 加賀谷勇之助、附属

図書館長に就任

昭和14年(1939)

3.31 岩津俊街、附属医院

長に就任

4. 1 大学教練が正課とな

る

4.一 本学で第43回大日本

耳鼻咽喉学会を開催

5.13 千葉医科大学に臨時

附属医学専門部を設置

5.15 臨時附属医学専門部

主事に高橋信美が就任

5.15 臨時附属医学専門部

学則を定める

6.15 臨時附属医学専門部

第 1回入学式挙行

一 r興亜青年勤労報国
隊」の一環として、本年よ

り「満州派遣隊J、「北支蒙
彊派遣隊」を大陸に派遣

昭和14年(1939)

3.29 東京高等工芸学校規

程改正(工芸彫刻部を「造

型工芸部」に改称、 4.1施

行〉

4.一 機械技術員養成科を

設置



年 表

国 コ-<-ミ，_. 件寸ιー 官官 問口1 等 教 三同注文t 社 之ヱ3』t 般

8.24 r国民精神総動員実施
要綱Jを閣義決定

10.22 木戸幸一、文部大臣

に就任

12.10 「教育審議会」設置

('""17.5.9、文教審議会廃

止〉

昭和13年(1938) 昭和13年(1938)

5.26 荒木貞夫、文部大臣 1.11 厚生省設置(内務省

に就任 社会局廃止〉

6. 9 集団的勤労作業運動 1. 17 軍需工業動員法発動

実施に関して通達(勤労動 (軍需工場の 1部を国家管

員はじまる〉 理〉

10. 5 東大教授河合栄治郎 2. 1 人民戦線第2次検挙

の著書発禁(14. 1. 31休 (大内兵衛ら教授ク守ループ

職、 2.28起訴〉 の検挙〉

11. 7 国民精神作興週間は 4. 1 国家総動員法公布(5.

じまる 5施行〉

11. 3 政府、東亜新秩序建

設を声明(第2次近衛戸

明〉

昭和14年(1939) 昭和14年(1939)

1. 28 東京帝国大学平賀総 1. 5 平沼駅一郎内閣成立

長、経済学部河合・土方両 4.12 米穀配給統制法公布

教反の休職処分を上申(平 (10.1施行〉

賀粛学、1.30反対の13教授 7. 8 国民徴用令公布

辞表提出〉 7.26 米国、日米通商条約

3.28 国民精神総動員委員 廃棄を通告

会官制公布 8.30 阿部信行内閣成立

3.30 大学の軍事教練を必 9. 3 第 2次世界大戦始ま

修とする(文部省、各大学 る

に通達〉

3.31 名古屋帝国大学を設

置

5.15 各帝国大学・官立医

科大学に臨時附属医学専門

部を附置(軍医の需要に即

応〉

8.30 河原田稼吉、文部大

百に就任
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表年史

教育学部 工 学 部医 学 部

昭和15年(1940)

10.- 青年学校教員養成所

に長期講習科を設置

1470 

昭和15年(1940)

3.一 看護婦寄宿舎が落成

4. 1 佐藤邦雄、附属医院

長に就任

4.一 本学で第44回目日本

限科学会、第30回日本病理

学会、第12回日本寄生虫学

会、第四回大日本生理学会

が相次いで開催される

7.- 附属臨時医専部学友

会が発足

11. 7 小池敬事、大学長兼

教授となる

11.- 森田秀一、附属図書

館長に就任

12.28 赤松茂、臨時附属医

学専門部主事となる

昭和16年(1941)

3.31 伊東弥恵治、附属医

院長に就任

3.31 千葉医大学友会解消

5. 8 大学記念日に、千葉

医大報国団の結成式を挙行

8.一 千葉医科大学防衛隊

が編成される

この年、臨時附属医学専門

部教室が落成

昭和17年(1942)

3.31 瀬尾貞信、附属医院

長に就任

7.- 伊藤朝生、学生主事

に新任される

9.- 小池敬事学長、臨時

附属医学専門部主事を兼任

11.一 鈴木重武、附属図書

館長に就任

昭和16年(1941)

3.31 鈴木京平、校長に就

任

昭和17年(1942)

3.24 東京高等工芸学校規

程改正〈第二部精密機械科

設置4.1施行〉
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昭和15年(1940)

7.31 鉄筋コンクリート貯

水槽(プーノレ〉を設置

11.22 校友会を解散

12. 2 報国団結成

昭和15年(1940)

1. 16 松浦鎮次郎、文部大

臣に就任

4.20 東京工業大学に臨時

工業技術員養成所を設置

4.一 壮了教育思想調査開

始

7.22 橋田邦彦、文部大臣

に就任

9.- 傷痕軍人尋常小学校

教員養成所開設

11.26 r高等諸学校教科書認
可規程」を制定(専門学校

等の教科書も認可制とな

る〉

昭和15年(1940)

1.16 米内光政内閣成立

7.22 第2次近衛文麿内閣

成立

7.一 政党政治に終止符
8. 1 政府、「基本国策要

綱Jを発表

8.17 新体制運動はじまる

9.27 日独伊3国同盟成立

10.12 r大政翼賛会」発会式
挙行

昭和16年(1941) 昭和16年(1941) 昭和16年(1941)

9. 5 江戸川農場開設 7.21 文部省教学局編「臣民 1. 8 東条陸相、「戦li車部iJ
12.27 卒業期くり上げ、卒 の道」刊行 を示達
業式挙行 10.16 大学・専門学校等の 4.13 日ソ中立条約締結

修業年限を臨時?郡市(昭和 7.18 第3次近衛文麿内閣
16年度は3か月短縮し12月 成立
卒業〉 10.18 東条英機内閣成立
11. 1 大学・高等専門学校 12. 8 太平洋戦争〈大東亜
等の修業年限の昭和17年度 戦争〉起こる
臨時短縮 (6か月短縮〉に

ついて定める

昭和17年(1942) 昭和17年(1942) 昭和17年(1942)

3.28 臨時補習科、実務科 1. 9 国民勤労報国令に基 2. 1 衣料点数切符制実施
修業式挙行 づく学徒出動命令出る 2.21 大東亜審議会を設置
4. 2 千葉高等園芸学校規 1.24 「国民錬成所」設置 4. 18 米空軍、日本本土を
程改正(園芸科を園芸学科 2.12 臨時教員養成所を 5 初空襲
と改め、新たに農芸化学科 校設置 6. 5 ミッドウエー海戦
をおき、 2学科制をとる。 3.24 東京帝国大学に第二 12.23 大日本言論報国会創
4.1より適用〉 工学部設置

立
3.30 高等学校高等科の修

業年限を 2年6か月に短縮

5.27 東京工業大学に附属

高等工業教員養成所を設置

1471 



前史年表

教育学部 工 2'4 
寸二a 部医 首l

昭和18年(1943)

4. 1 千葉県師範学校と千

葉県女子師範学校が官立と

なって合併され、木科 3

年・予科2年の専門学校程

度の千葉師範学校(男子

部、女子部〉となる

4. 1 守内喜一郎、校長に

就任

9.25 官立千葉師範学校開

校式を挙行

9.27 官立千葉師範学校男

子部第1回卒業式 (19.3.

12女子部卒業式〉

1472 

学

昭和18年(1943)

2.一 教官停年 (60歳〉に

関する内規を定める

3.31 久保護刻、附属医院

長に就任

7.一 学生生徒の勤労作業

及び見学実習として、学部

及び医専の学生生徒、山梨

県下、埼玉県下、市川市等

を巡回診療をする

11.一 文部省、来年度より

学部120名、医専部160名募

集の方針が決まる

昭和18年(1943)

3.31 東京高等工芸学校規

程改正(金属工芸科を「機

械工学科」に改称、 4.1施

行〉

10. 1 別科として電気通信

専修科を設置〈板橋区上石

井 1ノ79、10.1授業開始〉



年 表
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9.- 大学・高等専門学校

等の修業年限6か月短縮に

より卒業式挙行

11.25 大学・専門学校その

他諸学校の修業年限の昭和

18年度臨時措置を定める

(大学・高等専門学校等 6

か月、実業学校等3か月短

縮〉

昭和18年(1943) 昭和18年(1943)

1. 21 r大学令」を改定(大 2. 7 日本軍、ガ夕、、ルカナ
学予科の修業年限2年〉 ノレ島撤退

1. 21 r高等学校令」を改定 3.18 戦時行政特例法公布
(高等科の修業年限2年〉 5.28 アッツ島日本守備隊

1. 21 r専門学校令」を改定 全滅

(実業専門学校を専門学校 7. 1 東京都制実施

に統一〉 11.27 rカイロ宣言」発表
3. 8 r師範教育令」を改正 12.24 徴兵年齢1年引下げ
(師範学校を官立とし、本

科 3年・予科2年の専門学

校程度とする。各県 1校以

上設置〉

3.31 r青年学校教員養成所
規程Jを改正〈修業年限3
年〉

4. 1 師範学校に国定教科

書を使用

4.20 総理大臣東条英機、

文部大臣を兼任

4.23 岡部長景、文部大臣

に就任

9.29 大学院研究科に特別

研究生の制度を設ける

10. 2 学生生徒の徴兵猶予

停止(文科系学生のいっせ

い入営〉

11. 1 教学錬成所を設置〈国

民精神文化研究所・国民錬

成所を統合〉

12. 1 学徒出陣(第1回学

徒兵入隊〉

1473 



前史年表

教育学部 工 学 部医 学 自l

昭和19年(1944)

1. 28 r千葉県養護訓導養成
所規程」を制定 (4.1施行、

1年制、定員80名〉

4. 1 千葉県立青年学校教

員養成所を官立に移管し、

千葉青年師範学校(3年制〉

として発足

昭和20年(1945)

6.10 女子部及び同附属学

校校舎、空襲をうけて全

焼、死傷者を出す

10.19 男子部校友会創立さ

1474 

昭和19年(1944)

2.ー第一報国寮(学生寮〉

開設

3.31 石川憲夫、附属医院

長に就任

3.- 第二報国寮開設

4.一 千葉医科大学臨時附

属医学専門部を千葉医科大

学附属医学専門部と改称、

従来の主事は部長となる

10.- 第三報国寮開設

11.ー 鈴木正夫、附属図書

館長に就任

昭和20年(1945)

4.一 千葉医科大学附属医

院厚生女学部を設置

6.- 附属医専第1学年、

第 2学年から長野県下伊那

昭和19年(1944)

3.28 東京工業専門学校に

改称 (4.1施行〉

3.28 附属工芸実修学校を

「附属工業専修学校」に改称

(4.1施行〉

3.28 電気通信専修科を「附

属電波技術専修学校」に改

称 (4.1施行〉

4. 1 第二部機械科を設置

4. 1 製図教員養成科を設

置

4.15 工業技術養成科に関

する件を改正し、工業技術

員養成科設置 (4.1適用〉

4.24 官立工業専門学校規

程により、工芸図案科と造

型工芸部を「建築科」に、

機械工学科と精密機械科を

「機械科」に、木材工芸科

を「木材工業科」に、印刷

工芸科を「印刷工業科」

に、同科附属写真部を「印

刷工業科写真工業部」に、

第二部機械科と第二部精密

機械科を「第二部機械科」

に、木材工芸別科を「木材

工業別科」に改称

6.22 東京工業専門学校附

属電波技術専修学校規程制

定〈修業年限第1類3年、

第 2類1年、 4.1適用、 20.

8. 13廃止〉

11.一 印刷工業科写真部に

科学研究補助技術員養成所

を設置

昭和20年(1945)

5.25 芝区西芝浦1丁目本

校校舎中、附属工業専修学

校及び図書館を残し、戦災

のため焼失
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昭和19年(1944)

部

3.28 千葉農業専門学校と

改称 (4.1施行〉

4.11 官立農業専門学校規

程により、園芸学科は園芸

科、別科〔実務科〕は別科

農業実科と改称、 4.1適用

昭和20年(1945)

11.19 千葉農業専門学校規

則が認可 (4.1適用〉

11. 24 武田憲治、学校長に

就任

高 占官

吏F 教

昭和19年(1944)

育

1.18 r.緊急学徒勤労動員方

策要綱」を閣議決定

2.17 青年師範学校を創設

(青年学校教員養成所廃止〉

2.17 r大日本育英法」公布
3.20 金沢高等師範学校を

創設 (4.1開設〉

4.27 r学徒勤労動員実施要
領」を通達

7.22 二宮治重、文部大臣

に就任

8.23 r学徒勤労令」公布
(学校報国隊を組織〉

昭和20年(1945)

2.10 児玉秀雄、文部大臣

に就任

3.18 r決戦教育措置要綱」
を閣議決定(国民学校初等

社

年表

A 
A 

昭和19年(1944)

般

1. 4 戦時官吏服務令公布

2.10 国民登録制を拡大(男

12""""60歳、女12""""40歳〉

2.25 決戦非常措置要綱を

閣議決定

6.15 米軍サイパン島に上

陸開始

7.22 小磯国昭内閣成立

9.18 男子満18歳以上を兵

役編入決定

11. 24 米機B29、東京を初

めて空襲

昭和20年(1945)

1. 20 大本営、本土決戦作

戦大綱を決定

2. 4 ヤルタ会談開催 (2.

10ソ連の対日参戦決定〉

1475 



前史年表

教育学部

れる

11.一 女子部は附属学校と

ともに、印旗郡四f;bJ道の旧
陸軍野戦砲兵学校に移転

11.24 大岡保三、校長に就

任 (~24.3.31)

1476 

医 学 部

郡に疎開を開始、「天竜分

室」開設(~8.15) 

7. 7 千葉市大空襲を受け、

本学も基礎医学教室及び附

属医院の一部を焼失

7.31 小池敬事学長、附属

医院長を兼務

12.28 荒木直明、附属医院

長に就任

12.一 学生、学内民主化を

主張(学生大会を開催〉

昭和21年(1946)

2.一 千葉医科大学学生会

発足

3.- 医学専門部でこの年

から正規の生徒募集を停止

4. 1 学生主事制度廃止

工
λとら
寸三a 部

7. 9 電気通信科を設置(4.

1適用〉

7. 9 写真工業部を「写真

工業科」に改称、独立 (4.

1適用〉

8.13 附属電波工業学校規

程制定〈本科4年、専攻科

1年〉

8. 13 附属電波技術専修学

校を「附属電波工業学校」

と改称 (4.1適用〉

10.22 千葉県松戸市岩瀬の

元陸軍工兵学校へ本科第一

部移転

昭和21年(1946)

3.31 工業技術員養成科及

び製図教員養成科を廃止

4. 1 附属電波工業学校、

松戸へ移転
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昭和21年(1946)

12.21 官立農業専門学校規

程の一部改正(緑地土木科

設置、 4.1適用〉

科を|徐き学校の授業を4月

から 1年間停止〉

4. 1 岡崎高等師範学校・

広島女子高等師範学校を設

置

4. 7 太田耕造、文部大臣

に就任

5.22 r戦時教育令」公布
8.18 前田多門、文部大臣

に就任

8.28 学校の授業再開につ

いて通達

9.15 文部省、「新日本建設

ノ教育方針」を発表

10.15 文部省、新教育方針

中央講習会を開催

10.22 GHQ (連合国最高司

令官総司令部〉、「日本の教

育制度の管理政策Jに関し
て指令

10.30 GHQ、 「教員及び教

育関係官の調査、除外、認

可」に関して指令

12. 1 全日本教員組合(全

教〉結成

12. 4 r女子教育刷新要綱J
を閣議諒解(女子に高等教

育機関を解放、男女共学制

の実施等〉

昭和21年(1946)

1. 13 安倍能成、文部大臣

に就任

4. 7 GHQ、米国教育使節

団報告書を発表(戦後教育

改革の基本方向を明示〉

3.10 米機B29、東京を夜

間大空襲(この頃から本土

大都市空襲激化〉

4. 1 米軍、沖縄本島に上

陸開始 (6.23日本守備軍全

滅〉

4. 7 鈴木貫太郎内閣成立

5. 7 ドイツ無条件降伏

7.26 rポツダム宣言」発表
8. 6 米軍、広島に原子爆

弾投下 (8.9長崎に〉

8. 8 ソ連対日宣i践を布告

8.14 御前会議、「ポツダム

宣言」受諾を正式決定、連

合国に回答

8.15 r終戦の詔書」録音放
送(太平洋戦争終わる〉

8.17 東久週宮稔彦内閣成

ムL

8.28 連合国軍、日本進駐

を開始 (8.30最高司令官

マッカーサ一元g'!J、厚木到

着〉

9. 2 ミズリー艦上降伏文

書に調印

10. 9 幣原喜重郎内閣成立

10.24 国際連合、正式に成

ムL

11. 2 日本社会党結成

11. 9 日本自由党結成

11. 16 日本進歩党結成

12. 9 GHQ、農地改革を

指令

12.17 衆議院議員選挙法改

正公布(婦人参政権等〉

12.22 労働組合法公布

昭和21年(1946)

1. 4 GHQ、軍国主義指

導者の公職追放、超国家主

義団体の解散を指令

2.28 公職追放令公布

4.10 衆議院議員選挙(婦

1477 



前史年表

教育学部 部医
Aおら

一壬一
官官 工 学

昭和22年(1947)

4. 1 千葉師範学校に附属

第一中学校と附属第二中学

校を設置

1478 

4. 1 医学専門部の修業年

限、昭和18年度入学者から

5か年となる

4.ー 全学協議会開催

8.一 医師国家試験及び実

地修練〈インターン〉制度

実施について閣議決定

9.10 千葉医科大学に腐敗

研究所を附置、小池敬事学

長、同所長を兼任

11.ー 腐敗研究所、千葉郡

津田沼町大久保(旧陸軍習

志野学校跡〉に関所

昭和22年(1947)

1.- 羽旦彦左衛門、附属

図書館長に就任

3.31 堂野前維摩郷、附属

医院長に就任

7.- 附属医院習志野分院

を千葉郡津田沼町大久保に

開院

10.一 小池敬事、学長に再

選

12.ー 総合大学設置委員会

を設置

昭和22年(1947)

4.一化学工芸科を設置
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5. 7 教職追放に関する勅 人代議士39人当選〉

令公布 5. 1 メーデー復活

5.15 文部省、「新教育指 5.22 第1次吉田茂内閣成

針J(第1分冊〉を発行・ 立

配布 7. 6 政府、国号の呼称を

5.22 田中耕太郎、文部大 「日本国」と決定

臣に就任 8.16 経済団体連合会(経

8.10 J教育刷新委員会」設 団連〉創立

置 (9.7第 1回総会〉 10.21 農地調整法改正・自

12.27 教育刷新委員会、 6・ 作農特別措置法等公布〈第

3.3・4の新学制要綱を決定 2次農地改革〉

し建議 11. 3 J日本国憲法」公布

昭和22年(1947) 昭和22年(1947)

1. 31 高橋誠一郎、文部大 4. 5 知事・市町村長選挙

臣に就任 (初の首長公選〉

2. 5 文部省、新学制実施 4.20 第 1回参議院議員選

方針を発表(小・中学校は 挙

昭和22年度、高等学校は昭 4.25 第23回衆議院議員選

和23年度、大学は昭和24年 挙(社会党第1党となる〉

度から実施〉 5. 3 日本国憲法施行

3.31 J教育基本法J'J学校 5.20 第1回国会〈特別国

教育法」公布 会〉召集 (6.23開会式〉

4. 11 GI-IQ、 「日本の教育 5.24 片山哲内閣成立 (6.

制度の改革方針J(極東委 1組閣完了〉

員会指令〉を発表 8. 4 最高裁判所発足

5. 9 教育刷新委員会、教 9.15 関東地方大風水害(キ

員養成の基本要綱を決定 ャスリン台風〉

〈学芸大学構想など〉 10.21 国家公務員法公布

6. 1 森戸辰男、文部大臣

に就任

6. 8 日本教職員組合〈日

教組〉結成

7. 8 大学基準協会創立、

「大学基準」を制定

9.29 国語審議会、義務教

育用漢字881字(当用漢字

別表〉を決定答申 (10.6文

部省発表、 23.2.16内閣司11

令-告示〉

10. 1 帝国大学の名称を廃

止して国立総合大学と改

1479 



前史年表

教育学部 部医 学 部 工 ρ'-'与
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昭和23年(1948)

2.一 基礎医学焼跡に 1実

習室、 3教室が竣工

3.31 河合直次、附属医院

長に就任

4.一 附属医院厚生女学部

に本科と専攻科が置かれる

7. 3 千葉大学設置認可申

請書を文部省に提出

11. 2 千葉医科大学昇格25

周年記念式を挙行

昭和24年(1949)

2.21 文部省、 24年度生徒

募集停止を通知
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昭和23年(1948)

3.31 畜舎完成

7. 7 利根高冷地総合農場

開設(群馬県利根郡川田村

大字下川田字大竹〔現沼田

市下川田町字大作5773])

昭和24年(1949)

1. 20 新庭園、緑地土木科、

計画実習、校舎の落成式を

挙行

2.21 文部省、 24年度生徒

言r
[i"lJ 

!!E.・
寸T 教 育

め、校名を変更(東京大

学・京都大学など〉

12.27 教育刷新委員会、大

学の地方委譲反対、中央教

育行政の民主化について建

議

昭和23年(1948)

1. 15 大学設置委員会官制

公布

2.10 官立高等学校・専門

学校の入学志願書に進学適

性検査を全国一せいに実施

2.23 大学設置委員会、大

学設置基準を答申(新制大

学設置認可の基準決定〉

3.29 文部省、教員養成は

すべて大学で行なう方針を

発表

4. 1 新制私立大学 (12校〉

発足

6.22 文部省、国立大学設

置案を決定発表 (1県1大

学の原則等11項目〉

6.23 授業料値上げ反対を

中心に、全国の大学・高専

校の向盟休校はじまる

9.18 全日本学生自治会総

連合(全学連〉結成大会開

{控

10. 8 文部省、学生の政治

活動について通達

10.19 下条康磨、文部大臣

に就任

12. 9 文部省に新制大学推

進本部を設置

昭和24年(1949)

1.12 「教育公務員特例法」

公布

1. 31 新制大学、専門学校

進学適性検査を全国いっせ

社

3.10 

3.15 

7.10 

三』
ヱ'"

年表

般

昭和23年(1948)

芦田均内閣成立

民主自由党結成

日本学術会議法公布

(12. 10会員選挙〉

10.15 第2次吉田茂内閣成

立 (10.19組閣完了〉

11.12 極東国際軍事裁判判

決 (12.23東条英機ら 7名

絞首刑執行〉

12. 3 人事院設置 (12.8発

足〉

12.10 国家公務員給与改訂

につき第1回人事院勧告

昭和24年(1949)

1. 1 公務員の勤務時間48

時間制を実施

1. 20 日本学術会議第1回

総会開催
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募集停止を通知 いに実施

2.10 大学設置委員会、公

私立大学79校を決定答申

(2.21設置認可〉

2.16 高瀬荘太郎、文部大

臣に就任

3.18 大学設置委員会、新

制大学94校(国立69、公立

4、私立21)を決定、答申

(公私立は3.25設置認可〉

1. 23 衆議院総選挙、最高

裁判所裁判官の初の国民審

査

2. 16 第3次吉田茂内閣成

立

1483 




